
駿府と今川氏「連歌師宗長が閑居した吐月峰柴屋寺」
今川氏親公は母とともに丸子の泉ヶ谷の館で１７歳までの十余年を過ごした。長享
元年（１４８７）に家督を継いだ氏親公は、永正元年（１５０４）、旅の生活を続けてい
たお抱え連歌師宗長を泉ヶ谷の柴屋軒に住まわせた。現在の吐月峰柴屋寺であ
り、庭園は国が史跡名勝に指定。中秋の名月に観月会を開く。

そうちょう と げ っ ぽ う さ い お く じ

※今川義元公生誕五百年祭にむけて今川氏ゆかりの地や文化を表紙で紹介します。

宗長木像

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
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ケ
ッ
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静
岡
な
ら
で
は
の
飲
食
店

戦
国
駿
府
の
古
城
め
ぐ
り

食静食静

撮影：水野茂吐月峰柴屋寺 静岡市駿河区丸子３３１６

静 岡 商 工 会 議 所 報［シング］
平成30年9月1日発行　第ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ号（毎月1日発行）





静岡の経済指標　２０１8年8月発表データ
静岡のマーケットの動きを把握するため参考になる数字を紹介します

静岡市人口（葵区）８月

静岡市人口（駿河区）８月

静岡市人口（清水区）８月

静岡市人口（合計）８月

静岡県百貨店販売額５月

静岡県乗用車（新車）登録台数７月

静岡県新設住宅着工戸数６月

清水港輸出総額６月

ハローワーク静岡  新規求人数６月

前年同月比 －１,２３４人

前年同月比 －４００人

前年同月比 －１,６８７人

前年同月比 －３,３２１人

前年同月比 －３．８８億円

前年同月比 －６７台

前年同月比 －７１９戸

前年同月比 ＋１６３億円

前年同月比 ＋１００人

前年同月比 ＋６２４世帯

前年同月比 ＋１,０４７世帯

前年同月比 ＋６５７世帯

前年同月比 ＋２,３２８世帯

前年同月比 －６．５２億円

前年同月比 －３台

前年同月比 ＋２７億円

前年同月比 ＋３４億円

前年同月比 ＋８１人

２５０,５０９人

２１１,５５５人

２３４,０６５人

６９６,１２９人

６１．０８億円

７,３８６台

１,４８９戸

１,６８３億円

４,５８９人

１０４,００８世帯

９３,３６０世帯

９５,２９６世帯

２９２,６６４世帯

２６８．６２億円

８１８台

２９７億円

８３９億円

１,５００人

静岡市世帯数（葵区）８月

静岡市世帯数（駿河区）８月

静岡市世帯数（清水区）８月

静岡市世帯数（合計）８月

静岡県スーパー販売額５月

静岡県貨物車（新車）登録台数７月

静岡県公共工事請負金額７月

清水港輸入総額６月

ハローワーク清水  新規求人数６月

出典：人口＝静岡市、百貨店・スーパー販売額＝関東経済産業局、登録台数＝日本自動車販売協会連合会、住宅着工戸数＝静岡県、公共工事請負金額＝東日本建設業保証㈱、清水港貿易＝名古屋税関、求人数＝静岡労働局

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成30年9月1日発行 第102号（毎月1日発行）

・昼の芸妓踊り鑑賞会(大花)

・ビジネス会計検定試験

・琉球王国具志頭王法要(清見寺)

　

　

・七日市(入江商店会)

・七間町おまちでアート(七間町名店街)

・許認可・著作権相談会(静)

・法律相談会(静)　・昼の芸妓踊り鑑賞会(三笑亭本店)　

・税務相談会(静)

　

　

　

　

　

・セレブリティ・ミラニアム入港(清水港)

・ビジネススクール第5回目説明力向上セミナー(静)
・静岡経営塾(～12/6 清)　・第9回ふれあいフォーラム(静)

・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
・県信用保証協会経営相談会(静)
・中部横断自動車道経済懇談会 総会・記念講演会(アピオ甲府)

・福祉住環境コーディネーター検定試験申込受付(～10/12)
・ビジネススクール第6回目クレーム対応講座(静)　・後継なんでも相談会(静)
・IT・情報化相談会(静)　・IT・情報化・創業支援相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)　・昼の芸妓踊り鑑賞会(待月楼)

・紺屋町マルシェ(～9/16 紺屋町名店街)
・七間町青空市(～9/16 七間町名店街)
・銀ぶらマルシェ(清水駅前銀座アーケード街)
・フェスタ太田町(太田町商店会)

・鷹の市・駿府市(鷹匠1丁目商業発展会・駿府町1区発展会)
・昼の芸妓踊り鑑賞会(茄子の花無庵)

・税務相談会(静)　・静岡商工会議所初代会頭小林年保氏法要(臨濟寺)
・静岡市のプレミアムフライデー(静岡市内)　・仕事発見セミナー・事務専門職編(B-nest)
・2018駿府秋のわくわく祭オープニングセレモニー(～10/8 JR静岡駅北口地下広場他)

・発明・特許相談会(静)　・後継なんでも相談会(静)
・法律相談会(清)　・ビジネス実務法務検定試験申込受付(～10/26)
・マル経資金説明相談会(静・清)　・情報化・特許相談会(清)
・昼の芸妓踊り鑑賞会(三笑亭本店)
・法律相談会(静)　・スター・レジェンド入港(清水港)
・第98回常議員会(静岡ガス㈱)

・融資相談会(静)
・第116回産学官交流講演会＜静岡理工科大学＞(B-nest)

・簿記検定試験申込受付(～10/15)　・後継なんでも相談会(静)
・税務相談会(清)　・カラーコーディネーター検定試験申込受付(～10/19)
・マル経資金説明相談会(静・清)　・許認可・著作権相談会(清)
・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)　・融資相談会(清)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)

・労務相談(静)　・清水エスパルスVSガンバ大阪(アイスタ)
・2018駿府秋のわくわく祭 商工祈願祭(静岡浅間神社)
・事業承継セミナー(中島屋グランドホテル)

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月・祝

火

水

木

金

土

日

月・祝

火

水

木

金

土

日

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

しずおか味な店
こだわりの酒と料理でみんなに楽しい時間を
かくれ家　ろぶ村

東京からこんにちは
長所束ね新｢静岡像｣
立教学院　杉山順一さん

しごとなでしこ
今年で創業１３０年、ご愛顧ありがとうございます
㈱東海軒　西村さち子さん
静岡の未来
生命保険を通して静岡の企業を元気にしたい
ソニー生命保険㈱　橋本　陽さん

わたしの商工会議所活用法
おもてなし規格認証
㈱静鉄リテイリング　関本　豊さん

わが社自慢の商品・サービス
飲食店特集／女性会特集

誌上経営相談
繁盛店に学ぶ小売・飲食の魅力発信手法
中小企業診断士　玉置久倫さん

観光・飲食部会特集
戦国駿府の古城めぐり
駿府今川館（後に駿府城）、賤機山城、愛宕山城、
八幡山城、丸子城、江尻城、久能城、用宗城、
北条早雲、今川氏親、寿桂尼、
宗長、太原崇孚、今川義元、
武田信玄、徳川家康

今川義元公入門講座!!
「今川文化と駿府の街」

写真で見る静岡商工会議所の動き
7月の会議所事業

食品スーパーマーケット調査結果

新会員ご紹介
１月～６月ご入会事業所

徳川みらい学会
「朝鮮通信使と家康」
東海地方朝鮮通信使研究会　貫井正之さん



小
田
原
北
条
氏

の
初
代
。
伊
勢

新
九
郎
盛
時
と

称
し
、入
道
し

て
早
雲
庵
宗
瑞

と
号
し
た
。若
い
頃
、足
利
義
視
方
と
し
て

応
仁・文
明
の
乱
に
ま
き
こ
ま
れ
、義
視
が
伊

勢
に
逃
れ
た
の
に
従
い
、そ
の
後
、姉
が
嫁
い

で
い
た
駿
河
の
今
川
氏
を
頼
っ
て
下
向
し
、

今
川
氏
親
の
軍
師
と
し
て
活
躍
。１
４
９
３

年（
明
応
２
）に
伊
豆
の
堀
越
公
方
足
利

茶
々
丸
を
倒
し
、年
貢
率
を
四
公
六
民
に
引

き
下
げ
る
減
税
政
策
、蔓
延
す
る
風
病
を
治

療
す
る
福
祉
政
策
を
実
行
し
て
比
較
的
短

期
間
で
伊
豆
平
定
に
成
功
。の
ち
に
相
模
も

平
定
し
、北
条
氏
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
。

北
条
早
雲 

１
４
５
６
〜
１
５
１
９

ほ
う
じ
ょ
う 

そ
う
う
ん

期
間
で
伊
豆
平
定

成
功
の
ち

相
模
も

平
定
し
、北
条
氏
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
。

駿
河
の
守
護
大

名・今
川
義
忠
の

嫡
男
。
６
歳
の

時
、父
が
不
慮

の
死
を
と
げ
、

家
中
の
内
紛
で
、不
遇
な
少
年
時
代
を
送
る

が
、17
歳
の
時
、叔
父・北
条
早
雲
の
援
助
を

得
て
、家
督
を
継
ぐ
。し
ば
ら
く
は
早
雲
の

補
佐
を
受
け
な
が
ら
遠
江
へ
の
進
出
に
全
力

を
あ
げ
、斯
波
氏
を
制
圧
し
て
二
ヵ
国
の
大

名
と
な
る
。金
山
経
営
の
大
規
模
化
で
財
源

を
確
保
し
、検
地
に
よ
り
従
来
の
荘
園
制
的

土
地
支
配
か
ら
氏
親
に
よ
る
一
元
的
な
土

地
支
配
へ
の
転
換
を
図
り
、分
国
法「
今
川

仮
名
目
録
」の
制
定
で
室
町
幕
府
か
ら
自
立

し
、戦
国
大
名
へ
の
脱
皮
を
果
た
し
た
。

今
川
氏
親 

１
４
７
１
〜
１
５
２
６

い
ま
が
わ　

う
じ
ち
か

　

今
川
範
国
は
、駿
河
と
遠
江
の
守
護
の

と
き
に
は
遠
江
の
国
府
で
あ
る
見
付（
磐

田
）に
守
護
所
を
置
い
て
い
た
が
、駿
河
一

国
の
守
護
に
な
って
か
ら
は
駿
河
の
国
府

で
あ
る
府
中
に
守
護
所
を
置
い
た
。以

来
、今
川
氏
は
２
３
０
年
余
に
わ
た
っ
て

駿
府
を
本
拠
と
し
、戦
国
大
名
へ
と
転
化

を
と
げ
て
いっ
た
。

　

駿
府
今
川
館
は
、江
戸
時
代
の
地
誌
で

は
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、徳
川

家
康
が
駿
府
今
川
館
を
埋
め
て
、そ
の
上

に
駿
府
城
を
築
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。１

９
８
２
年
の
駿
府
城
公
園
内
今
川
氏
遺

構
調
査
で
は
、天
目
茶
碗
、漆
塗
り
椀
、梅

花
文
金
板
、硯
な
ど
の
破
片
、庭
園
跡
を

発
掘
。駿
府
今
川
館
で
優
雅
な
生
活
が

送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
１
５
６
８
年（
永
禄
11
）12
月
13
日
、武

田
信
玄
は「
甲
相
駿
三
国
同
盟
」を
破
棄

し
て
、駿
府
に
攻
め
込
ん
だ
。こ
の
と
き
、

馬
場
美
濃
守
信
房
は
す
べ
て
を
焼
き
、

「
火
を
か
け
な
け
れ
ば
、殿
は
今
川
氏
の

財
宝
欲
し
さ
に
今
川
氏
を
攻
め
た
と
言

わ
れ
ま
す
よ
」と
信
玄
に
諫
言
し
て
い

駿
府（
静
岡
）は
、２
３
０
年
余
に
わ
た
る
今
川
氏
の
治
世

の
の
ち
、武
田
軍
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
、13
年
間
の
武
田

氏
の
支
配
を
経
て
、徳
川
氏
の
領
地
と
な
り
ま
す
。こ
の

た
め
、今
川
氏
の
遺
跡
の
多
く
は
、武
田
氏
や
徳
川
氏
に

よ
る
改
修
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
観
光・飲
食
部
会
特
集
で
は
、２
０
１
９
年

の
今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
に
む
け
て
、静
岡
市
内
の

古
城
を
め
ぐ
り
、そ
こ
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
今
川
氏
、

武
田
氏
、徳
川
氏
の
武
将
た
ち
の
動
向
を
、小
和
田
哲
男

氏
の
著
作
等
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。（
文
責・企
画
広
報
室
）

駿
府
今
川
館（
後
に
駿
府
城
） 

す
ん
ぷ 

い
ま
が
わ 

や
か
た

「東照社縁起絵巻」に描かれた駿府城天守
（筆：狩野探幽　所蔵：日光東照宮）

駿府今川館　イラスト:香川元太郎　考証:前田利久　学研歴史群像シリーズ『戦国合戦大全』より

る
。武
田
氏
の
駿
河
支
配
は
１
５
８
２
年

（
天
正
10
）２
月
21
日
ま
で
続
く
が
、駿

府
は
重
要
視
さ
れ
ず
、江
尻
城
を
拠
点

と
し
た
。

　

駿
府
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
の
は
１

５
８
５
年（
天
正
13
）、家
康
が
三
河・遠

江・駿
河・甲
斐・信
濃
の
五
ヵ
国
支
配
の

拠
点
と
し
て
、城
を
浜
松
か
ら
駿
府
に
移

し
て
か
ら
。家
康
は
、駿
府
今
川
館
を
拡

張
し
、大
天
守
と
小
天
守
か
ら
な
る
天
正

期
駿
府
城
を
１
５
８
９
年（
天
正
17
）に

完
成
。し
か
し
家
康
は
翌
年
、秀
吉
の
小

田
原
攻
め
の
先
鋒
を
つ
と
め
た
後
、江
戸

に
移
っ
た
。

　

将
軍
職
を
秀
忠
に
譲
っ
た
家
康
は
、城

域
を
本
丸・二
の
丸・三
の
丸
に
拡
大
す
る

工
事
を
１
６
０
７
年（
慶
長
12
）か
ら
開

始
。安
倍
川

の
流
路
変

更
も
行
い
、

大
御
所
政

治
を
行
う

に
ふ
さ
わ
し

い
駿
府
城

下
町
を
つ
く

り
あ
げ
た
。

観
光・飲
食
部
会
特
集



京
都
の
公
卿・中

御
門
宣
胤
の
娘

と
し
て
生
ま

れ
、今
川
氏
親

と
結
婚
し
て
駿

河
に
下
り
、氏
輝
、義
元
を
生
ん
だ
。氏
親
の

没
後
は
髪
を
お
ろ
し
て
寿
桂
尼
と
名
乗
り
、

14
歳
の
若
さ
で
家
督
を
継
い
だ
氏
輝
を
補

佐
し
、「
歸
」の
印
を
用
い
、二
七
通
以
上
の

印
判
状
を
出
す
な
ど
政
治
を
左
右
す
る
実

力
者
と
な
り
、駿
河
の
尼
御
台
の
異
名
を

と
っ
た
。兄
や
妹
も
、京
か
ら
駿
府
に
下
っ
て

き
て
い
た
。桶
狭
間
の
戦
い
の
８
年
後
、今

川
領
国
の
崩
壊
が
始
ま
る
な
か「
わ
が
死

後
、鬼
門
に
葬
ら
れ
、今
川
館
を
守
護
せ
ん
」

と
遺
言
し
、龍
雲
寺
に
葬
ら
れ
た
。

寿
桂
尼 

生
年
不
詳
〜
１
５
６
８

じ
ゅ
け
い　

に

後
鬼
門

葬

れ
今
川
館
を
守
護
せ
ん
」

と
遺
言
し
、龍
雲
寺
に
葬
ら
れ
た
。

島
田
の
刀
鍛
冶・

五
条
義
助
の
三

男
。今
川
義
忠

に
近
侍
し
、18

歳
で
剃
髪
。義

忠
の
没
後
に
上
洛
し
、大
徳
寺
の
一
休
宗
純

に
参
禅
、宗
祇
に
師
事
し
て
連
歌
を
学
ん

だ
。連
歌
は
主
従
の
結
束
を
強
め
、戦
勝
を

祈
願
す
る
も
の
と
し
て
戦
国
武
将
に
好
ま

れ
た
。宗
祇
の
旅
に
随
行
後
、駿
府
の
河
辺

に
結
庵
し
、龍
王
丸（
氏
親
）を
助
け
た
。宗

祇
の
没
後
、１
５
０
４
年（
永
正
元
）、氏
親
か

ら
丸
子
の
泉
ヶ
谷
に
柴
屋
軒
を
与
え
ら
れ
定

住
。京
と
駿
河
を
往
来
し
、今
川
氏
の
た
め

に
画
策
し
た
。句
集
、連
歌
論
書
、紀
行
、日

記
、随
筆
に
わ
た
り
多
く
の
著
作
が
あ
る
。

宗
長 

１
４
４
８
〜
１
５
３
２

そ
う
ち
ょ
う

久能街道

古東海道（北街道）

大谷街道

川根街道

梅
ヶ
島
街
道

宇津ノ谷越

小坂越

有
東
砦

丸子川

手越

久能山

瀬
名
砦

北
砦

小鹿

谷津山

浅間の砦

浅間神社

建穂寺

藁科川
日本平

今
川
館

今
川
館

安
倍
城

丸
子
城

用
宗
城

徳願寺山城
久能城

賤
機
山
城

八
幡
山
城

愛
宕
山
城

小
瀬
戸
城

江尻宿
東
海
道

巴川

江
尻
城

清
水
袋
城

安倍川

　

今
川
館
が
平
時
の
居
館
で
あ
る
の
に

対
し
、賤
機
山
城
は
戦
時
の
詰
の
城
で
あ

る
。駿
府
周
辺
の
城
砦
群
の
中
で
は
、最

も
早
く
築
い
た
と
思
わ
れ
、南
北
朝
期
の

狩
野
貞
長
が
拠
っ
た
安
倍
城
が
真
正
面

に
み
え
る
こ
と
か
ら
、初
代
今
川
範
国
の

時
代
に
、安
倍
城
監
視
の
た
め
の
砦
を
築

き
、今
川
時
代
の
最
後
ま
で
最
も
重
視

し
て
い
た
城
で
あ
る
。

　

浅
間
神
社
の
背
後
か
ら
尾
根
伝
い
に

歩
い
て
い
く
と
、深
さ
８ｍ
、幅
５
〜
８ｍ
、

長
さ
10ｍ
の
大
き
な
空
堀
に
ぶ
つ
か
る
。

中
世
の
山
城
は
、尾
根
続
き
の
山
上
を

使
い
、守
り
や
す
い
よ
う
に
複
数
の
曲
輪

を
配
置
し
、一
番
は
ず
れ
に
大
空
堀
を

設
け
、尾
根
を
遮
断
す
る
。

　

武
田
軍
の
駿
府
侵
攻
で
、今
川
氏
真

は
賤
機
山
城
に
籠
る
作
戦
だ
っ
た
が
、す

で
に
武
田
軍
が
陣
を
置
い
て
お
り
、氏
真

は
建
穂
寺
、

富
厚
里
、山

家（
川
根
街

道
か
）を
経

て
朝
比
奈

備
中
守
泰

朝
が
守
る

懸
川
城
を

め
ざ
し
た
。

賤
機
山
城 

静
岡
市
葵
区
大
岩

し
ず
は
た
や
ま

安倍城山頂より賤機山城を望む（撮影：水野茂）

駿府周辺の主要街道推定図と城郭



今
川
氏
親
の
五

男
。長
兄・氏
輝

の
没
後
、花
蔵

の
乱
に
勝
利
し

て
家
督
を
継

ぐ
。「
仮
名
目
録
追
加
」を
制
定
し
、東
海
道

と
太
平
洋
水
運
で
商
品
流
通
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、商
人
の
こ
と
は
商
人
に
任
せ
る

「
民
活
」と
金
山
開
発
で
富
国
強
兵
を
図

り
、駿
河・遠
江・三
河
三
ヵ
国
の
大
名
と
な

る
。都
下
り
の
公
家
を
優
遇
し
、王
朝
風
公

家
文
化
を
花
開
か
せ
た
。甲
斐
の
武
田
信

玄
、相
模
の
北
条
氏
康
と「
甲
相
駿
三
国
同

盟
」を
結
び
、家
督
を
嫡
男・氏
真
に
譲
っ
た

の
ち
、尾
張
に
侵
攻
す
る
が
、織
田
信
長
の

襲
撃
に
よ
り
桶
狭
間
で
討
ち
死
し
た
。

今
川
義
元 

１
５
１
９
〜
１
５
６
０

い
ま
が
わ　

よ
し
も
と

今
川
義
元
１
５
１
９
〜
１
５
６
０

い
ま
が
わ

よ
し
も
と

今
川
家
の
重
臣・

庵
原
左
衛
門
尉

の
子
と
し
て
生

ま
れ
、善
得
寺

に
入
り
、の
ち

京
の
建
仁
寺
霊
泉
院
で
学
び
、九
英
承
菊
と

称
し
た
。今
川
氏
親
の
懇
請
に
よ
り
方
菊
丸

（
の
ち
の
義
元
）の
養
育
係
と
し
て
駿
府
に

下
り
、義
元
を
伴
っ
て
再
び
建
仁
寺
に
学
ん

だ
の
ち
、妙
心
寺
の
門
を
た
た
い
た
。氏
輝

の
要
請
で
義
元
と
と
も
に
駿
河
に
下
り
、善

得
寺
の
住
持
と
し
て
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の

法
幢
を
伸
ば
し
た
。氏
輝
の
没
後
は
、義
元

を
補
佐
し
て
家
督
を
継
が
せ
、義
元
の
三
河

進
出
に
あ
た
っ
て
は
総
大
将
を
つ
と
め
、武

田・北
条・今
川
の
三
国
同
盟
を
結
ば
せ
た
。

太
原
崇
孚（
雪
斎
） 

た
い
げ
ん 

 

そ
う 

ふ 
 
 
 
 
 
 

せ
っ
さ
い

１
４
９
６
〜

     

１
５
５
５

　

丸
子
城
は
、北
東
の
泉
ヶ
谷
に
今
川
氏

の
重
臣
の一人・斎
藤
氏
の
屋
敷
が
あ
り
、

眼
下
に
東
海
道
を
の
ぞ
み
、今
川
館（
駿

府
城
）を
真
正
面
に
見
通
せ
る
位
置
に

あ
り
、斎
藤
氏
の
詰
の
城
と
し
て
あ
っ
た

も
の
を
、今
川
氏
親
の
時
代
に
、今
川
館

守
備
の
砦
と
し
て
手
を
入
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、現
在
の
私
た
ち
が
目
に
す
る

丸
子
城
の
遺
構
の
ほ
と
ん
ど
は
、そ
の
あ

と
入
っ
た
武
田
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
、

北
曲
輪・二
の
曲
輪
西
側
下
の
大
規
模
な

横
堀
形
式
と
、大
鑪
曲
輪
の
丸
馬
出
の

縄
張
り
は
、武
田
流
極
意
の
築
城
法
。１

５
６
８
年（
永
禄
11
）12
月
、今
川
氏
真

を
逐
っ
た
武
田
信
玄
が
、絶
好
の
地
に
あ

る
城
で
あ
る
こ
と
に
目
を
つ
け
、大
が
か

り
な
修
築
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
１
５
８
２
年（
天
正
10
）、武
田
氏
滅
亡

時
の
城
兵
は

逃
亡
し
、そ
の

あ
と
徳
川
軍

が
守
備
し
た

こ
と
は
不
明

で
あ
る
が
、家

康
の
関
東
移

封
に
伴
い
廃

城
と
なっ
た
。

　

静
岡
平
野
に
横
た
わ
る
、東
西
２
㎞
の

谷
津
山
の
東
端
に
位
置
し
、北
麓
に
北

街
道
、南
麓
に
東
海
道
が
通
り
、駿
府
東

域
を
抑
え
る
要
衝
地
に
あ
っ
た
。　　

　

沓
谷
に
は
今
川
義
忠
の
重
臣・朝
比
奈

妙
光
が
地
頭
職
等
を
安
堵
さ
れ
た
が
、

愛
宕
山
城
と
の
関
係
は
不
明
。

　

西
麓
の
龍
雲
寺（
寿
桂
尼
墓
所
）か
ら

愛
宕
神
社
が
建
つ
本
曲
輪
へ
の
参
道
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。城
の
縄
張
は
、南
半

域
が
今
川
期
、北
半
域
の
４
つ
の
大
型
堀

切
は
清
水
方
面
か
ら
の
北
街
道
を
重
視

し
た
も
の
で
、１
５
６
９
年（
永
禄
12
）以

降
の
武
田
氏
か
、徳
川
氏
に
よ
る
改
修
と

考
え
ら
れ
る
。

　

徳
川
家
康
は
１
５
８
５
年（
天
正
13
）、

五
ヵ
国
の
大
名
と
し
て
、拠
点
を
浜
松
城

か
ら
駿
府
城
に
移
し
た
。そ
の
際
、駿
府

城
の
鬼
門
除
け
と
し
て
、武
将
の
信
仰
が

厚
い
勝
軍

（
将
軍
）地

蔵
を
祀
る

京
の
愛
宕

神
社
を
、本

曲
輪
に
勧

請
し
た
と

推
定
さ
れ

る
。

　
１
４
７
６
年（
文
明
８
）、今
川
義
忠
は

横
地・勝
間
田
氏
ら
遠
江
在
住
の
幕
府

（
東
幕
府
）奉
公
衆
ら
と
塩
買
坂
で
戦
っ

て
討
ち
死
し
た
。嫡
男
の
龍
王
丸（
氏

親
）は
６
歳
。「
６
歳
の
子
で
は
心
も
と
な

い
」と
一
族
の
小
鹿
範
満
を
推
す
派
が
現

れ
、範
満
の
母
が
上
杉
政
憲
の
娘
と
い
う

関
係
か
ら
、政
憲
は
狐
ヶ
崎
、太
田
道
灌

は
八
幡
山
に
陣
を
張
っ
た
。

　
こ
れ
に
龍
王
丸
の
母・北
川
殿
の
弟・伊

勢
新
九
郎
盛
時（
北
条
早
雲
）も
加
わ

り
、「
龍
王
丸
が
成
人
す
る
ま
で
の
間
、小

鹿
範
満
に
家
督
を
代
行
し
て
も
ら
お

う
」と
い
う
折
衷
案
で
両
派
に
和
談
が
成

立
。盛
時
は
八
幡
山
を
居
城
と
し
、範
満

の
動
静
を
監
視
し
て
い
た
が
、政
情
が
安

定
す
る
と
上
洛
。と
こ
ろ
が
、龍
王
丸
が

成
人
し
て
も
範
満
は
家
督
を
戻
さ
な
い

た
め
、盛
時
は
駿
府
に
戻
り
、１
４
８
７

年
（
長
享

元
）11
月
９

日
に
駿
府

今
川
館
を

奇
襲
攻
撃

し
、範
満
を

自
害
に
追

い
こ
ん
だ
。

 

愛
宕
山
城 

静
岡
市
葵
区
沓
谷

あ

た
ご
や
ま

八
幡
山
城 

静
岡
市
駿
河
区
八
幡

や
わ
た

 

や
ま

丸
子
城 

静
岡
市
駿
河
区
丸
子

ま
り
こ

愛宕山城跡（撮影：水野茂）

八幡山城跡（撮影：水野茂）

丸子城跡（撮影：水野茂）



甲
斐
の
戦
国
大

名・武
田
信
虎
の

長
男
。父
を
駿

河
に
追
放
し
、

家
督
を
継
ぐ
。

分
国
法「
甲
州
法
度
之
次
第
」を
制
定
。土

木
技
術
者
を
積
極
的
に
登
用・育
成
し
、た

び
た
び
洪
水
を
引
き
お
こ
し
て
い
た
釜
無

川
に
信
玄
堤
を
築
い
て
治
水
に
成
果
を
上

げ
、金
山
を
開
発
し
て
産
出
し
た
金
を
軍
資

金
と
す
る
な
ど
、領
国
経
営
に
優
れ
た
手
腕

を
発
揮
。信
濃
を
攻
略
し
、川
中
島
で
上
杉

謙
信
と
激
突
。さ
ら
に
西
上
野
、寿
桂
尼
没

後
の
駿
河
を
版
図
に
組
み
込
む
。最
後
に
京

都
進
出
を
く
わ
だ
て
、徳
川
家
康
を
三
方
ヶ

原
で
破
る
が
、陣
中
で
病
没
し
た
。

武
田
信
玄 

１
５
２
１
〜
１
５
７
３

た
け
だ　
　

し
ん
げ
ん

都
進
出
を

わ
だ
て
徳
川
家
康
を
三
方

原
で
破
る
が
、陣
中
で
病
没
し
た
。

８
歳
〜
19
歳
を

駿
府
で
今
川
氏

の
人
質
で
は
な

く
重
臣
と
し
て

育
て
ら
れ
、雪

斎
に
帝
王
学
を
学
ぶ
。桶
狭
間
の
戦
い
で
義

元
が
討
た
れ
る
と
、織
田
信
長
と
同
盟
を
結

び
、三
河・遠
江・駿
河
を
治
め
る
。信
長
没
後

は
甲
斐・信
濃
を
平
定
。豊
臣
秀
吉
が
北
条

氏
を
滅
ぼ
す
と
、関
東
に
移
封
さ
れ
る
。こ

の
過
程
で
、今
川
、武
田
、北
条
の
遺
臣
を
大

量
に
登
用
し
、そ
の
先
進
的
領
国
経
営
を
幕

藩
体
制
的
支
配
に
活
か
し
た
。秀
吉
没
後
、

関
ヶ
原
の
戦
い
を
制
し
て
江
戸
幕
府
を
開

く
と
、駿
府
城
に
移
り
、大
坂
の
陣
で
豊
臣

氏
を
滅
ぼ
し
、徳
川
の
覇
権
を
確
立
し
た
。

 

徳
川
家
康 

１
５
４
２
〜
１
６
１
６

と
く
が
わ
　

い
え
や
す

　

駿
河
支
配
に
乗
り
出
し
た
武
田
信
玄

は
、旧
今
川
水
軍
を
接
収
し
て
味
方
に
つ

け
る
と
と
も
に
、伊
勢・志
摩
の
水
軍
の

将・小
浜
民
部
左
衛
門
尉
景
隆
、向
井
伊

賀
守
正
重
ら
を
迎
え
た
。そ
し
て
駿
河・

遠
江
支
配
の
中
心
的
拠
点
を
、駿
府
で

は
な
く
、江
尻
城
に
置
い
た
。

　

江
尻
城
は
、巴
川
が
蛇
行
す
る
河
岸

微
高
地
を
う
ま
く
利
用
し
て
お
り
、駿

河
湾
に
近
く
、海
を
押
さ
え
る
た
め
の
城

で
あ
っ
た
。１
５
７
５
年（
天
正
３
）に
城

代
が
重
臣
の
穴
山
信
君（
出
家
し
て
梅

雪
）に
代
わ
る
と
、本
丸・二
の
丸・三
の
丸

と
い
う
大
規
模
な
城
に
改
造
し
、徳
川
軍

の
来
襲
に
備
え
た
。武
田
氏
滅
亡
の
直

前
、信
長
に
降
伏
。１
６
０
０
年（
慶
長

５
）に
廃
城
と
なっ
た
。

　

巴
川
河
口
部
に
突
出
し
た
扇
形
の
埋

立
地
に
築
い
た
水
軍
の
城
・
清
水
袋
城

は
、美
濃

輪
町
と
い

う
町
名

に
、縄
張

名
人
・
馬

場
美
濃
守

信
房
の
な

ご
り
が
見

ら
れ
る
。

　

久
能
山
に
は
平
安
時
代
以
来
の
古
刹・

補
陀
落
山
久
能
寺
が
あ
っ
た
が
、武
田
信

玄
は
久
能
山
の
要
害
性
に
目
を
つ
け
、久

能
寺
を
有
度
山
東
麓
の
村
松
に
強
制
移

転
さ
せ
、寺
地
の
坊
院
な
ど
を
城
と
し
て

再
利
用
し
た
。

　

久
能
城
を
築
い
た
ね
ら
い
は
、駿
河
湾

の
掌
握
に
あ
り
、１
５
６
９
年（
永
禄
12
）

に
築
城
が
開
始
さ
れ
た
。久
能
城
の
一
番

高
い
と
こ
ろ
に
は
現
在
、愛
宕
神
社
の
小

さ
な
建
物
が
建
って
い
る
が
、そ
こ
が
詰
の

曲
輪
、お
そ
ら
く
物
見
曲
輪
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
、駿
河
湾
全
体
が
一
望
の
も
と
に

見
渡
せ
る
。久
能
城
の
麓
、海
に
面
し
た

と
こ
ろ
に
は
船
溜
ま
り
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

武
田
氏
滅
亡
後
は
駿
府
城
の
支
城
と

し
て
徳
川
氏
や
豊
臣
氏
の
家
臣
が
在
番
。

　

家
康
は
亡
く
な
る
直
前
、「
遺
骸
は
久

能
山
に
埋

葬
す
る
こ

と
」を
遺
命

と
し
て
家

臣
に
託
し
、

久
能
山
東

照
宮
が
造

営
さ
れ
た
。

　

今
川
氏
の
時
代
に
は
、駿
府
を
守
る
支

城
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、

武
田
氏
の
駿
河
侵
攻
に
よ
っ
て
、新
た
な

役
割
が
負
わ
さ
れ
た
。

　

古
い
絵
図
を
み
る
と
、駿
河
湾
の
一
部

が
入
江
と
な
って
用
宗
城
の
す
ぐ
麓
ま
で

き
て
お
り
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
用
宗
駅
の
あ
た

り
が
船
溜
ま
り
に
な
って
い
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

　

武
田
水
軍
の
拠
点
の
城
と
し
て
向
井

伊
賀
守
正
重
が
守
って
い
た
が
、１
５
７
９

年（
天
正
７
）に
徳
川
軍
の
攻
撃
で
落
城
。

武
田
勝
頼
は
城
を
奪
回
し
た
が
、１
５
８

２
年（
天
正
10
）の
徳
川
軍
の
攻
撃
で
城

主・朝
比
奈
駿
河
守
信
置
は
城
を
開
き
、

久
能
城
へ
退
い
た
。

　

武
田
氏
滅
亡
後
、徳
川
家
康
は
城
を

手
に
入
れ
持
船
と
称
し
、こ
こ
の
武
田
水

軍
は
徳
川
水
軍
に
継
承
さ
れ
、同
城
を

ま
か
さ
れ

て
い
た
向
井

氏
は
、江
戸

時
代
に
入
っ

て
も
幕
府

の
船
手
と

な
っ
て
、優

遇
さ
れ
た
。

江
尻
城 

静
岡
市
清
水
区
江
尻
町

え

 

じ
り

久
能
城 

静
岡
市
駿
河
区
根
古
屋

く
の
う

 

用
宗
城 

静
岡
市
駿
河
区
用
宗
城
山
町

も
ち
む
ね

江尻城本丸跡の静岡市立清水江尻小学校
（撮影：水野茂）

久能城跡（撮影：水野茂）

用宗城跡（撮影：水野茂）

観光・飲食部会特集

戦戦国駿駿府府の古城めぐぐりり



平
成
30
年
度
年
度 

食
品
ス

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
結
果

ケ
ッ
ト
調
査
結
果

平
成
30
年
度 

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
結
果

　

経
営
上
の
問
題
点
に
対
す
る
対
応
策

は「
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
」と「
経
費
削
減

の
推
進
」が
共
に
７
４
．６
％
で
第
１
位
と

な
っ
た
。以
下「
仕
入
調
達
の
見
直
し
」５

０
．７
％
、「
他
社
と
の
価
格
比
較
の
徹
底
」

３
１
．０
％
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
Ｐ

Ｂ
）商
品
の
充
実・構
成
比
の
引
き
上
げ
」

２
９
．６
％
と
な
って
い
る
。　
　
（
表
２-

①
）

　

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
の
具
体
的
内
容
は

「
鮮
度
チ
ェッ
ク
の
徹
底
」が
５
９
．２
％
で

静
岡
市
内
の
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

現
況
を
把
握
し
、今
後
の
店
舗
運
営
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、前
年
度
の
調
査
内

容
を
一
部
見
直
し
、実
態
調
査
を
実
施
し
た
。

〔
協
力
：
静
岡
大
型
店・ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
連
絡
会
〕

◇
調
査
時
期　

平
成
30
年
６
月

◇
調
査
対
象　

静
岡
市
内
に
店
舗
を
お
く

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

１
１
１
店

〔※

売
場
面
積
２
５
０
㎡
以
上
の
店
舗
〕

◇
調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

◇
回
答
店
舗　

87
店（
回
答
率
７
８
．４
％
）

経
営
上
の
問
題
は「
労
働
力
の
確
保
」が
３
年
連
続
で
ト
ッ
プ
！

経
営
上
の
問
題
点
に

対
す
る
対
応
策
に
つ
い
て

表
面
化
し
て
い
る

経
営
上
の
問
題
に
つ
い
て

表面化している経営上の問題（回答数８７店） （上位3つまで：複数回答）
順　位

平成30年度 平成29年度
1
２
３
４
５
６
７
８

１１
１２

9

１
２
4
3
10
6
5
7
8
9
１１
―

６７．８
５２．９
４１．４
３１．０
２７．６
１９．５
１８．４
１３．８

４．６
１．１

９．２

問 題 の 内 容 割合(％)
労働力の確保
価格競争の激化
他業種（コンビニ、ドラッグストア、ホームセンター等）との競合
人件費の増加
顧客の他地域への流出
近隣への同業店の進出
店舗の老朽化
消費者ニーズの変化
客単価の低下・低迷
仕入コストの上昇
駐車場の確保難
宣伝広告費の増加

（表1）

割合(％)

　

５０．７

３１．０

２９．６

７４．６

対 応 策 の 内 容

サービスの見直し

経費削減の推進

仕入調達の見直し

他社との価格比較の徹底

プライベートブランド商品の
充実・構成比の引き上げ

経営上の問題点に対する対応策 (複数回答)

順　位
平成30年度 平成29年度

3

4

5

１
1

2

3

5

4

（表2-①）

　

現
在
、表
面
化
し
て
い
る
経
営
上
の

問
題
に
つ
い
て
は「
労
働
力
の
確
保
」が

６
７
．８
％
と
約
７
割
を
占
め
、３
年
連
続

の
第
１
位
と
な
っ
た
。

　
「
価
格
競
争
の
激
化
」が
５
２
．９
％
で

第
２
位
、「
他
業
種（
コ
ン
ビ
ニ
、ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
）と
の
競
合
」

が
４
１
．４
％
で
第
３
位
と
、価
格
競
争
・

競
合
の
激
化
が
雇
用
に
次
ぐ
重
要
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。特
記
す
べ
き
問
題
点
と

し
て
、前
年
度
第
10
位（
１
２
．２
％
）で
あ

っ
た「
顧
客
の
他
地
域
へ
の
流
出
」が
第
５

位（
２
７
．６
％
）と
順
位
を
上
げ
、固
定
客

の
囲
い
込
み
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。　　
　
　
　
　
　
　
（
表
１
）

最
も
多
く
、以
下「
惣
菜
部
門
の
強
化
」４

２
．３
％
、「
支
払
方
法
の
多
様
化
」２
５
．４

％
の
順
と
な
っ
た
。　　
　
　
　（
表
２-

②
）

　

経
費
削
減
の
推
進
の
具
体
的
内
容
は

「
人
件
費
」が
４
９.

３
％
と
最
も
多
く
、以

下「
広
告
宣
伝
費
の
見
直
し
」３
３
．８
％
、

「
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
」２
９
．６
％
の
順
と

な
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
（
表
２-

③
）



　

来
店
客
に
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に

つい
て
は「
保
冷
用
氷・ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
提

供
」が
９
１
．９
％
で
最
も
多
く
、続
い
て

「
宅
配
便
の
取
り
次
ぎ
」が
７
７
．９
％
、

「
お
買
い
上
げ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
」が
７
２
．

１
％
と
な
って
い
る
。

　

前
年
度
の
調
査
よ
り
各
項
目
の
割
合

貴
店
で
提
供
し
て
い
る

（
店
内
で
行
っ
て
い
る
）

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

割合(％)

４９．３

３３．８

２９．６

５．６

内　　容

人件費

広告宣伝費
の見直し

省エネ機器
の導入

電力の調達
方法の見直し

経費削減の推進の具体的内容 (複数回答)

順　位
平成30年度 平成29年度

1

2

3

4

1

3

2

4

（表2-③）

割合(％)

５９．２

４２．３

２５．４

１６．９

８．５

内　　　　容

鮮度チェックの徹底

惣菜部門の強化

支払方法の多様化（ＩＣカード・電子マネー導入等）

ポイントサービスの導入

宅配サービスの実施

ネットスーパー（ネット販売）への取り組み

営業時間の延長

サービスの見直しの具体的内容 (複数回答)

順　位
平成30年度 平成29年度
１

２

３

４

５

５．６６

3

4

6

5

̶

1

（表2-②）

提供しているサービス（回答数８６店） (複数回答)
順　位

平成30年度 平成29年度
１
２
3
４
5
6
7
8
9
10

１
２
4
3
5
6
―
7
8
―

９１．９
７７．９
７２．１
６７．４
６６．３
５７．０
４７．７
４３．０
３９．５
３８．４

サービスの内容 割合(％)

保冷用氷・ドライアイスの提供
宅配便の取り次ぎ
お買い上げポイントの付与
お客様の声の収集・対応
イオン水の提供
銀行ＡＴＭの設置
メニュー・レシピの提供
エコ・リサイクル活動協力への特典付与
公共料金等収納代行サービス
イートインコーナー

（表3-①）

現金以外の支払方法（回答数45店） (複数回答)
順　位

平成30年度 平成29年度
１
２
3

１
２
3

９６．６
６２．７
２２．０

支払方法の内容 割合(％)

クレジットカード
電子マネー
プリペイドカード

（表3-②）

ＩＴ活用の取り組み（回答数87店） (複数回答)

順　位
１
２
3
４
5
6
7
8
9

８９．７
３４．５
３３．３
２５．３
１９．５
１２．６
５．７
４．６
１．１

取り組みの内容 割合(％)
ＰＯＳシステム
顧客管理システム
仕入れ管理システム
スマートフォン向けの情報発信（ＳＮＳなど）
セルフレジ
精算客数予測システム
ネットスーパー
特になし
その他

（表4）

Ｉ
Ｔ
活
用
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｔ
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は「
Ｐ

Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」が
８
９
．７
％
と
最
も
多

く
、以
下「
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
」３
４
．５

％
、「
仕
入
れ
管
理
シ
ス
テ
ム
」３
３
．３
％
、

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
情
報
発
信（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
）」

２
５
．３
％
の
順

と
な
って
い
る
。

（
表
４
）

が
約
３
〜
10
％
ア
ッ
プ
し
、商
品
販
売
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。　　
　
　
　
（
表
３-

①
）

　

顧
客
の
現
金
以
外
の
支
払
い
に
つ
い
て

は「
あ
り
」と
回
答
し
た
店
舗
は
７
６
．２

％
だ
っ
た
。そ
の
う
ち
取
り
扱
う
支
払
方

法
は「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」が
９
６
．６
％

と
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
で
取
り
扱
い
が
あ
り
、

「
電
子
マ
ネ
ー
」は
６
２
．７
％
、「
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
」に
つ
い
て
は
２
２
．０
％
に
と
ど

ま
って
い
る
。　　
　
　
　
　
（
表
３-

②
）

　

現
金
以
外
の
支
払
い
が
売
上
高
全
体
に

占
め
る
割
合
は
、３
割
弱
と
な
って
い
る
が
、

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、利

用
客
に
支
持

さ
れ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が

え
る
。

　

支
払
決
済

方
法
の
多
様
化

が
今
後
ま
す

ま
す
進
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
、

顧
客
を
獲
得

す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
に
伴
う
早

期
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。



参 加 方 法

9月
12月
2018年さわやかウォーキングさわやかウォーキングさわやかウォーキング

気軽に参加できる

インターネットからもご注文頂けます。 http://www.chikusui.co.jp

〒420-0068 静岡市葵区田町2丁目89-1

ご指定の場所に配達料無料にて
お届け致します

紫式部（秋）８0０円（税別） 料亭弁当「花車」１５００円（税別）

法
事
・

　

慶
事
の
際
に

会
議
・
研
修
・

　

セ
ミ
ナ
ー
に

イ
ベ
ン
ト
・

　

ス
ポ
ー
ツ
に

駅弁の
ご注文は・ご予約は

TEL.054-287-5171
FAX.054-287-5172

東海軒 検  索

弁当一筋百三十年 東海軒の味、静岡の味を
この先も提供してまいります。

静岡名産「元祖鯛飯」 茶めし弁当 富士の味覚



会 議 所 T O P I C S

・沼津会場・浜松会場とも観光業や飲食業に
　携わる方が多く参加しました。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

7/17
沼津会場

（沼津商
工会議所

）
7/26
浜松会場

（浜松商
工会議所

）

　
「
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務

負
担
軽
減
の
た
め
に
Ｉ
Ｔ
を
導
入

で
き
な
い
か
。
」そ
ん
な
疑
問
に

役
立
つ
２
つ
の
制
度
に
つ
い
て
、県
内

２
会
場
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。当
日
は
制
度
内
容
と
活
用

事
例
を
紹
介
し
、参
加
者
は
自
社

サ
ー
ビ
ス
を
客
観
的
に
見
直
す
こ
と

の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

「
お
も
て
な
し
規
格
認
証
」と

「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
」を
活
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
品
質
と
生
産

性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

平
成
31
年
10
月
か
ら
の
消
費
税

増
税
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
、軽

減
税
率
制
度（
主
に
飲
食
料
品
の

税
率
が
８
％
に
軽
減
さ
れ
る
措
置
）

が
同
時
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
に
よ
っ
て
、事
業

所
は
売
上
や
仕
入
れ
な
ど
の
取
扱

品
目
を
８
％
と
10
％
に
分
け
る
必

要
が
出
て
く
る
た
め
、本
セ
ミ
ナ
ー

で
は
事
例
を
も
と
に
軽
減
税
率
の

適
用
範
囲
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
多
く
の
場
合
レ
ジ
の
買
い

替
え
が
発
生
す
る
た
め
、デ
モ
機
を

使
い
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
の
操
作

を
体
験
し
ま
し
た
。

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

理
解
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

・多数の参加者で賑わう「YEGビジネスEXPO静岡」
7/24

　

静
岡
市
民
文
化
会
館
に
て
、会

員
相
互・来
場
企
業
者
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
を
目
的
と
し
て
、青
年
部

会
員
の
会
社
・
商
品
案
内
等
の
展

示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
ゲ
ー
ム
」等
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
、市
内
外
か
ら
の
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

青
年
部
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
静
岡
を
開
催

・デモ機は当商工会議所窓口に常設しています。

7/26

・経営者のアドバイスに
　熱心に聞き入る学生

　

企
業
経
営
者
等
37
名
と
静
岡

県
立
大
学
の
２
年
生
を
中
心
と
し
た

72
名
の
学
生
に
参
加
い
た
だ
き
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
生
２
人
と
経
営
者
１
人
の
３

人
１
組
で
交
流
を
図
り
、学
生
か

ら
は
企
業
の
現
状
や
経
営
者
と
し

て
の
や
り
が
い
、採
用
活
動
な
ど
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。経
営

者
か
ら
は
自
ら
の
経
験
を
通
し
て
、

社
会
人
に
な
る
心
構
え
や
、在
学

中
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
の
助

言
を
行
い
ま
し
た
。学
生
は
普
段

接
す
る
機
会
が
少
な
い
経
営
者
と

の
会
話
に
、メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

企
業
経
営
者
と
静
岡
県
立
大

学
生
と
の
交
流
会
を
開
催7/9

　

就
職
活
動
を
控
え
る
神
奈
川
工

科
大
学
の
学
生
を
対
象
に「
静
岡

の
企
業
魅
力
発
見
ツ
ア
ー
」を
実

施
、本
県
出
身
者
14
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
ツ
ア
ー
は
、ホ
テ
イ
フ
ー
ズ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、明
陽
電
機

の
２
社
を
訪
問
し
、独
自
技
術
や

市
場
で
の
シ
ェ
ア
、販
売
戦
略
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、工
場

内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

昼
食
交
流
会
で
は
、市
内
企
業

５
社
の
役
員
や
人
事
担
当
者
等
を

招
き
、仕
事
の
や
り
が
い
や
地
元

就
職
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

地
元
就
職
誘
致
へ

企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
初
開
催

・見学を終え、訪問企業の魅力を
　話し合う参加学生

8/6



中国人向け商品、接客、
決済を充実し、売上げ増

しずおか茶、お茶菓子の試飲・試食販売が好調

「缶詰王国静岡」コーナーでは１１０種類の缶詰を販売

　
「
お
も
て
な
し
規
格
認
証
制
度
」

は
、サ
ー
ビ
ス
品
質
を「
見
え
る
化
」す

る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス
産
業
事
業
者
を

支
援
す
る
た
め
に
、経
済
産
業
省
が
創

設
し
ま
し
た
。

　

認
証
は
、紅
認
証
、★
金
認
証
、★

★
紺
認
証
、★
★
★
紫
認
証
の
４
種

類
で
、紅
認
証
は
、Ｈ
Ｐ
で
適
合
宣
言

を
す
る
と
無
料
で
登
録
で
き
ま
す
。

静
岡
県
内
の
登
録・認
証
事
業
所
は
紅

認
証
２
１
４
３
社
、金
認
証
51
社（
７

月
時
点
）。金
認
証
を
取
得
す
る
と
、

補
助
金
や
公
的
融
資
を
受
け
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は「
お
も
て

な
し
規
格
認
証
」を
経
営
支
援
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
、静
岡
県
内
15
商
工

会
議
所・金
融
機
関・保
険
会
社
と
連

携
し
て
、県
内
企
業
の
経
営
力
向
上

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
規
格
認
証
」に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

株式会社静鉄リテイリング
しずおかマルシェ
NEOPASA静岡上り店　店長

関本　豊 さん
電話 ０54-２９５‐９０１１
http://shizutetsu-retailing.com/

わたしの
商工会議所

「
お
も
て
な
し
規
格
認
証
」

静
岡
商
工
会
議
所
を
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
か
ら
、

会
議
所
活
用
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
３
月
９
日
に
は
、売
場
を

リ
ニュ
ー
ア
ル・オ
ー
プ
ン
。中
国
人
好
み

の「
し
ず
お
か
茶
」コ
ー
ナ
ー
、日
本
人

に
好
評
な
静
岡
県
産
の
缶
詰
約
１
１
０

種
類
を
取
り
揃
え
た「
缶
詰
王
国
静

岡
」コ
ー
ナ
ー
な
ど
、地
元
静
岡
の
食
を

中
心
に
品
揃
え
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、午
前
中
に
多
く
の
中
国

人
観
光
客
の
バ
ス
が
静
岡
Ｓ
Ａ
へ
寄
り
、

数
年
前
の
よ
う
な
爆
買
い
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、１
人
平
均
１
０
０
０
円
以
上
の
買

物
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
売
上
は
、前
年
を
大

き
く
上
回
り
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
売
上
の
多

く
は
、中
国
の
皆
様
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
へ

の
取
り
組
み
が「
お
客
さ
ま
の
期
待
を

超
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」と
認
証
さ

れ
、お
も
て
な
し
規
格
認
証「
金
認
証
」

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
が
接
客
す
る
よ
う
に
し
、「
銀

聯
カ
ー
ド
」に
加
え
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
携
帯
電
話
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

「
ウ
ィ
チ
ャッ
ト
ペ
イ
」「
ア
リ
ペ
イ
」に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
社
に
協
力
し
て
頂
き
、中
国

の
旅
行
エ
ー
ジ
ェン
ト
に
直
接
営
業
を
か

け
ま
し
た
。

　

中
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
は
、く
だ

も
の
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、お
茶
、静
岡
の
ミ
カ

ン・メ
ロ
ン・イ
チ
ゴ
な
ど
を
使
っ
た
お
菓

子
が
好
評
で
す
。雅
正
庵
さ
ん
の
ス
タ
ッ

フ
に
は
、静
岡
茶
の
試
飲
、お
茶
菓
子
の

試
食
を
す
す
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
店
は
、新
東
名
高
速
道
路
の
静
岡

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上
り
線
内
に
あ
り
、２

０
１
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、ス
タ
ッ
フ
25
名

で
24
時
間
営
業
中
。

　

新
東
名
は
、日
本
を
訪
れ
た
中
国
人

観
光
客
の
皆
様
が
バ
ス
ツ
ア
ー
で
関
西

か
ら
首
都
圏
へ
向
か
う
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー

ト
で
す
。そ
こ
で
、ぜ
ひ
当
店
に
寄
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
、３
年
前
か
ら
、バ

ス
ツ
ア
ー
の
添
乗
員
さ
ん
に
当
店
の
商

品
を
試
飲・試
食
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ

を
中
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
紹
介
し
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

商
品
案
内
を
中
国
語
で
も
表
示
し
、

中
国
人
と
中
国
語
が
堪
能
な
日
本
人
の

（観光・サービス課）

（会員サービス課）
https://www.shizuoka-cci.or.jp/omotenashi/

臼井康 玉井千絵美

わたしの
商工会議所

活 用 法

観光・サービス課、会員サービス課

私たちがお手伝いします ！



静岡市の小売店・飲食店で繁盛している店は、どのよう
な手法で店の魅力を発信し、お客様のハートをつかん
でいるのでしょうか？ 

繁盛店に学ぶ
小売・飲食の
魅力発信手法

　

ヒ
ト
ヤ
堂
に
は
、す
ず
と
ら
の
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
や
雷
神
堂（
母・娘
２
人
で
切
り

盛
り
す
る
煎
餅
店
）の
手
焼
き
せ
ん
べい

の
持
ち
込
み
可
能
。ア
ト
サ
キ
セ
ブ
ン
で

は
Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
で
各
店
舗
の
情
報
を

発
信
。な
お
、同
エ
リ
ア
で
は
平
成
30
年

９
月
28
日（
金
）に
飲
食
店
や
芝
居
小
屋

な
ど
が
入
居
す
る
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｓ
Ｏ
Ｚ

Ｏ
Ｓ
Ｙ
Ａ
キ
ネ
マ
館
が
オ
ー
プ
ン
予
定
。

　

昭
和
レ
ト
ロ
な
純
喫
茶
と
宿
泊
施
設

を
兼
ね
備
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス「
ヒ
ト
ヤ

堂
」。東
京
か
ら
移
住

者
で
美
大
卒
の
女
性

２
名
が
、37
年
の
歴
史

を
終
え
て
廃
業
を
決

め
て
い
た
喫
茶
店
を
居

抜
き
。前
オ
ー
ナ
ー
か

ら
引
き
継
い
だ
サ
イ

フ
ォ
ン
式
コ
ー
ヒ
ー
の

淹
れ
方
で
、店
内
に
昭

和
の
香
り
を
漂
わ
せ

「
静
岡
の
魅
力
」っ
て
、

何
だ
ろ
う
？

　

富
士
山
や
駿
河
湾
な
ど
の
大
自
然
、

温
暖
な
気
候
、そ
こ
で
育
ま
れ
た
お
茶
、

桜
え
び
な
ど
の
農
林
水
産
物
、そ
れ
ら

を
活
用
し
た
加
工
食
品
や
グ
ル
メ
な

ど
。県
外
か
ら
の
移
住
者
は〝
で
も
や
っ

ぱ
人
か
な
。〞と
い
う
方
が
多
い
よ
う
に

思
う
。に
も
か
か
わ
ら
ず
静
岡
市
で
は

若
い
人
材
の
流
出
、人
口
減
少
が
深
刻

化
。ア
イ
ラ
ブ
し
ず
お
か
に
よ
る
静
岡

お
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
民
間
が
連
携
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
中
、新
た

に
注
目
さ
れ
る
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
創
造
計

画
の
店
舗
を
通
じ
て「
魅
力
の
発
信
手

法
」を
紹
介
す
る
。

　

そ
も
そ
も「
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
創
造
計

画
」と
は
、ア
ト
サ
キ
セ
ブ
ン
エ
リ
ア（
人

宿
町
、七
間
町
、駿
河
町
、梅
屋
町
）を

中
心
に
、こ
だ
わ
り
を
持
つ
個
人
オ
ー

ナ
ー
兼
店
主
が
出
店
し
や
す
い
小
さ
な

店
舗
と
し
て
既
存
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン・新
築
、個
店
の
力
を
結
集
し
て
歴
史

あ
る
街
に
食
と
ア
ー
ト
を
通
じ
た
新
エ

リ
ア
を
誕
生
さ
せ
る
プ
ロ
ジェク
ト
。

　
「
猫
の
国
か
ら
届
い
た
お
い
し
い
楽
し

い
お
菓
子
」を
提
供
す
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

専
門
店「
す
ず
と
ら
」。地
元
農
産
物
に

誌上
経営
相談

中小企業診断士
静岡商工会議所　専門指導員

玉置久倫 さん
たまおき 　 ひ さ み ち

回　答

デ
ザ
イ
ン
経
営
と
イ
ン
ス
タ

映
え
の
す
ず
と
ら

前
オ
ー
ナ
ー
の
思
い
と
店
舗
と

常
連
客
を
引
き
継
ぐ
ヒ
ト
ヤ
堂

個
店
同
士
で
魅
力
を
発
信
す
る

ア
ト
サ
キ
セ
ブ
ン
エ
リ
ア

こ
だ
わ
る
ス
イ
ー
ツ
の
う
ま
さ
は
当
然

と
し
て
、カ
ラ
フ
ル
な
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や

ポ
ー
ズ
し
た
く
な
る
キ
ャ
ッ
ト
サ
ブ
レ

は
、イ
ン
ス
タ
映
え
抜
群
。各
種
イ
ベン
ト

に
積
極
的
に
参
加
し
て
随
時
Ｆａｃｅ
ｂ

ｏｏ
ｋ
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、メ
ル
マ
ガ

限
定
発
信
さ
れ
る
オ
ー
ナ
ー
の
思
い
や

内
緒
話
は
、常
連
客
の
ハ
ー
ト
を
が
っ
ち

り
つ
か
む
。当
店
を
象
徴
す
る
猫
の
イ
ラ

ス
ト（
オ
ー
ナ
ー
似
？
）で
統
一
さ
れ
た

店
舗
や
装
飾
物
、販
促
物
は「
デ
ザ
イ
ン

経
営
」を
実
践
。猫
好
き
ス
ー
ツ
女
子
の

お
店
と
思
い
き
や
、実
は
自
分
へ
の
ご
褒

美
や
ギ
フ
ト
用
に
ス
イ
ー
ツ
男
子
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
中
年
男
性
も
集
ま
り
、ワ
ン

コ
派
の
私
も
ついつい
ぶ
ら
り
ん
ぽ
。

る
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

通
じ
て
店
舗
改
装
資
金
を
調
達
し
、作

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
。作
業
を
体

験
し
た
お
一
人
さ
ま
や
ご
家
族
親
子
が

Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
や
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａｍ
で
作

業
の
様
子
を
発
信
す
る
こ
と
で
、オ
ー

プ
ン
前
か
ら
フ
ァ
ン
づ
く
り
や
口
コ
ミ
効

果
に
つ
な
が
り
、常
連
客
が
入
れ
替
わ

り
カ
ウ
ン
タ
ー
を
占
拠
す
る
お
店
に
。

チーズケーキ＆焼き菓子「すずとら」

ポーズしたくなるキャッと ！ サブレ



徳川みらい学会

　

徳
川
み
ら
い
学
会
第
２
回
講
演
会
を

２
０
１
８
年
６
月
19
日（
火
）、静
岡
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
ざ
れ
あ
」

大
ホ
ー
ル
で
開
催
。東
海
地
方
朝
鮮
通

信
使
研
究
会
代
表
の
貫
井
正
之
氏
が

「
朝
鮮
通
信
使
と
家
康
」を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。６
月
19
日
は
徳
川
家
康

公
が
清
水
港
で
朝
鮮
通
信
使
を
も
て

な
し
た
日
で
、毎
年
、朝
鮮
通
信
使
講

演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。貫
井
正
之

氏
の
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
。

（
文
責
：
企
画
広
報
室
）

　

朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
記
録
が
、ユ

ネ
ス
コ「
世
界
の
記
憶
」に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
世
紀
に
わ
た
っ
て
日
本
と
朝
鮮
が

平
和
外
交
を
続
け
た
こ
と
は
、ア
ジ
ア

全
体
の
平
和
に
つ
な
が
り
、世
界
史
で

例
を
見
な
い
こ
と
で
す
。今
日
の
混
迷

す
る
世
界
情
勢
の
中
で
は
、歴
史
の
教

訓
に
な
り
ま
す
。

　

登
録
運
動
は
、日
本
の
朝
鮮
通
信
使

縁
地
連
絡
協
議
会
と
韓
国
の
釜
山
文

化
財
団
と
い
う
２
つ
の
民
間
団
体
が
中

心
に
な
って
進
め
ま
し
た
。私
は
日
本
側

の
学
術
委
員
の
１
人
で
す
。

　

遺
産
登
録
の
条
件
は
真
正
性
、つ
ま

り
原
書
で
あ
る
こ
と
で
す
。清
見
寺
は
、

扁
額
に
し
た
原
書
を
保
存
し
て
お
り
、

48
点
が
遺
産
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、秀
吉
は
朝
鮮
を
侵
略
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。戦
国
時
代
１
０
０
年
を

経
た
豊
臣
政
権
は
、膨
大
な
武
士
団
を

抱
え
て
お
り
、国
内
を
統
一
す
る
と
、彼

ら
に
与
え
る
領
地
は
無
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、武
士
に
よ
る
収
奪
で
耕
作
地
は

疲
弊
し
、豊
臣
政
権
に
反
感
を
も
っ
た

民
衆
に
よ
る
大
規
模
な
一
揆
が
お
こ
り

ま
す
。国
内
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た

豊
臣
政
権
は
、海
外
に
領
土
を
求
め
て
、

こ
れ
ら
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
た

の
で
す
。

　

家
康
は
、秀
吉
と
は
逆
の
政
策
を
行

い
ま
す
。武
士
層
の
削
減（
大
名
の
改

易
）で
領
地
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
な
く
し
、

大
規
模
灌
漑
、埋
め
立
て
で
耕
地
面
積

を
拡
大
し
、生
産
の
向
上
、農
業
技
術

の
開
発
を
江
戸
初
期
に
精
力
的
に
行
っ

て
、日
本
の
自
給
自
足
体
制
を
確
立
し

た
こ
と
に
よ
り
、徳
川
の
２
０
０
年
以
上

に
わ
た
る
平
和
な
時
代
を
実
現
し
ま

し
た
。

　

１
６
０
３
年
に
江
戸
幕
府
を
創
設
し

た
家
康
は
、そ
の
２
年
後
に
松
雲
大
師

と
伏
見
で
会
談
し
ま
す
。朝
鮮
の
主
張

は
、①
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
が
誤
り
で
あ

っ
た
こ
と
を
国
書
で
出
す
こ
と
、②
国
王

の
墓
を
暴
い
た
犯
人
を
出
す
こ
と
、③

日
本
に
拉
致
し
た
６
万
人
の
朝
鮮
人
を

返
す
こ
と
。家
康
は
、こ
の
３
条
件
を
受

入
れ
ま
す
。そ
の
２
年
後
、朝
鮮
通
信

使
は
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
。招
聘
費

用
は
１
０
０
万
両
で
幕
府
の
年
間
予
算

の
５
分
の
１
に
あ
た
り
ま
す
。

　

秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
後
で
、朝
鮮
国

王
は「
朝
鮮
は
不
幸
に
し
て
日
本
を
隣

国
と
し
た
」と
言
い
ま
し
た
。家
康
は

不
幸
な
隣
国
関
係
を
友
好
親
善
の
隣

国
関
係
へつ
く
り
な
お
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、明
治
維
新
以
降
ま
た
不
幸

な
隣
国
関
係
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。い
ま
こ
そ
、歴
史
の
教
訓
を
朝
鮮
通

信
使
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。｢

徳
川
の
平
和｣

と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
朝
鮮
の
平
和
で
も
あ

り
、ア
ジ
ア
の
平
和
で
も
あ
り
ま
す
。そ

の
間
を
と
り
も
っ
た
の
が
朝
鮮
通
信
使

で
あ
る
こ
と
が
、今
回
の「
世
界
の
記

憶
」登
録
で
、世
界
に
認
識
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
意
義
は
大
き
い
。貴
重
な
資
料

を
保
存
し
て
、現
在
に
つ
な
げ
て
い
る
静

岡
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
切

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
への
道
を
開
い
た

伏
見
会
談

清
見
寺
の
資
料
48
点
が

「
世
界
の
記
憶
」に
登
録

秀
吉
と
家
康
の
統
治
政
策

東
海
地
方
朝
鮮
通
信
使
研
究
会
代
表　

貫
井
正
之
氏

徳
川
み
ら
い
学
会
第
２
回
講
演
会

朝
鮮
通
信
使
と
家
康

南聖重詩書 第８回（１７１１年）使節の書記・南聖重は、清見
寺にて第６回（１６５５年）使節の父で従事官・南龍翼の遺墨
と対面して感涙にむせぶ。５６年の歳月を経ていた。聖重は
「清見寺に泣いて遺韻に次す」と書を残す。所蔵：清見寺。
ユネスコ「世界の記憶」登録。

ぬ
き　

い　

ま
さ
　

ゆ
き



寿
じゅ

桂
けい

尼
に

義元の母。京の公家の娘として生まれ、
今川氏親に嫁いだ。四代にわたって今川
氏の政治を支え、「女戦国大名」ともされる。

義
よし

元
もと

の生
せい

母
ぼ

・寿
じゅ

桂
けい

尼
に

今
いま

川
がわ

文
ぶん

化
か

の一
いち

例
れい

　京
きょう

からきた公
く

家
げ

義よ
し

元も
と

統と
う

治ち

下か

駿す
ん

府ぷ

・
今い
ま

川が
わ

館や
か
た

義よ
し

元も
と

が
治お
さ

め
る
駿す
ん

府ぷ

に
は

戦せ
ん

乱ら
ん

で
荒こ
う

廃は
い

し
た
京き
ょ
うか
ら

多お
お

く
の
公く

家げ

が
身み

を
寄よ

せ
て
い
た
。

今い
ま

川が
わ

の
領り

ょ
う
ち地
で
は
取と

れ
る
米こ

め

の
量り

ょ
うが
少す

く

な
か
っ
た
た
め

義よ
し

元も
と

は
商

し
ょ
う

品ひ
ん

流り
ゅ
う

通つ
う

経け
い

済ざ
い

や
金き

ん

山ざ
ん

開か
い

発は
つ

に
よ
っ
て

街ま
ち

を
栄さ

か

え
さ
せ
た
。

よ
く
ぞ
お
い
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
！

こ
れ
は

大お
お

方か
た

ど
の
！

驚お
ど
ろ

き
ま
し
た
。

今い
ま

川が
わ

様さ
ま

の
城じ

ょ
う
か下
が
こ
れ
ほ
ど

華は
な

や
か
だ
と
は
…

ま
る
で
小

し
ょ
う

京き
ょ
う
と都
で
す
。

そ
う
で
し
ょ
う
？

京き
ょ
う

か
ら
の
お
客
き
ゃ
く

人じ
ん

が

い
ろ
ん
な
文ぶ

ん

化か

を

伝つ
た

え
て
く
れ
る
の
で
す
よ
。

城
じょうかまち

下町・交
こう

通
つう

網
もう

の整
せい

備
び

安
あ

倍
べ

金
きん

山
ざん

など
の採
さい

掘
くつ

和わ

歌か

な
ど
の
文ぶ

ん

化か

に

通つ
う

じ
て
い
る
こ
と
は

当と
う

時じ

、上
じ
ょ
う

級き
ゅ
う

武ぶ

士し

の

必ひ
っ

須す

条じ
ょ
う

件け
ん

だ
っ
た
の
だ
。

駿す
ん

府ぷ

の
街ま
ち

の
繁は
ん

栄え
い

は

豊ゆ
た

か
な
文ぶ
ん

化か

と

殿と
の

の
経け
い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

に

支さ
さ

え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
よ
！

今い
ま

川が
わ

文ぶ
ん

化か

は

周す
お
う防（
現げ

ん
・
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

）の
大お

お

内う
ち

、

越え
ち

前ぜ
ん（
現げ

ん
・
福ふ

く

井い

県け
ん

）の
朝あ

さ

倉く
ら

と
並な

ら

び
、戦せ

ん

国ご
く

三さ
ん

大だ
い

文ぶ
ん

化か

と
も

さ
れ
て
い
る
ぞ
！

い
い
え
、

決け

し
て
そ
う
で
は

な
い
の
で
す
！

と
、い
う
こ
と
は

こ
こ
は
作さ

く

物も
つ

も
良よ

く
育そ

だ

つ

豊ゆ
た

か
な
土と

地ち

な
の
で
し
ょ
う
ね
…

な
る
ほ
ど
！

う
ー
ん

い
ま

出で

て
行い

き

づ
ら
い
な
… 金

きん

保
ほ

護
ご

・統
とう

制
せい

　商
しょう

人
にん

頭
がしら

役
やく

銭
せん

（所
しょ

得
とく

税
ぜい

）

　商
しょう

人
にん

　

和
わ

歌
か

・連
れん

歌
が

能
のう

茶
ちゃ

・花
はな

・香
こう



会 議 所 T O P I C S

代表者名 所　在　地 事業内容

新会員ご紹介 平成30年1月1日～6月30日の間でご加入された事業所です。
（順不同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

スキンケアサロン Ｖｏｅｕｘ
來夢
インテリア住田
ひととひと
エフビットコミュニケーションズ㈱ 静岡営業所
㈲メルシー
梅芳園
アンフィニホームズファイナンシャルトラスト㈱
和田　卓也
フィリップモリスジャパン(同) 静岡営業所
大村　式部
㈱オーシン
プリマモナリザ㈱ Ｈａｉｒ Ｍａｋｅ Ｐｕｒｅ 静岡店
ＡＳフィットラボ
㈱マクザス
ファブロス
うつわ 暮らしの道具 テクラ
Ｓｏ Ｊｕｉｃｅ
山田建築
岡村建設
ＢＣ留学ステーション
フランクリン
鷹匠和京
Ｒｏｓａ Ｄｅｃｏｒ
㈱アルファーネオ
㈱クリエイト 静岡営業所
ボディーワークス谷村
かとうホーム
なぶら家
㈲コマーシャルフォトスタジオアトム
オフィース・デコ
梅ヶ島くらぶ
ＺＥＮ人事労務サポート
㈱アイズホーム
ＡＭＳ ＣＯＭＰＡＮＹ
クラフトビアステーション
中島工業
西村哲 土地家屋調査士
６ hair
よろず屋
Ｎａｔｕｒａｌ ｃｏｌｏｒ
ファティーインテリア
焼きたて食パン専門店 一本堂 静岡葵店
ｆｅｌｉｃｉａ
㈱アロマイメージ
㈲マーチ
大浜運輸㈱
斉能設備
ポップ㈱
内藤勝年税理士事務所
高田石材店
ＢＡＲ Ｌｅ Ｒｅｆｕｇｅ
金沢屋静岡葵店
黄鶴
㈱インフィニック
㈲ピースネット
フラヴィス㈱
㈱富士富
オーシーエス工業
グローイングパス
㈱ユナイテッド・フロント・パートナーズ
㈱Ｓ’ＰＬＡＮＴ
㈲山内内装
㈱丸又木材
富士山・輸出・販路拡大推進事業協同組合
Ｓａｋｅ Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ Ｊａｐａｎ㈱

小沼　加奈
馬渕　久枝
住田　健太郎
荒井　市生
北森　亮士
小田切　唯行
佐藤　仁
吉川　均
和田　卓也
山田　純平
大村　式部
大島　利一
平林　孝昭
嶋村　彩
小山　博
白鳥　伸一
宮入　義憲
小林　佐和子
山田　康二
岡村　浩之
豊田　祐樹
丸山　慎也
村田　龍介
上森　弓江
中根　和男
安池　恒治
谷村　郁郎
加藤　弘明
西川　浩次
青島　克巳
白井　純子
辻　美陽子
松永　卓也
長谷川　幹太
青木　愛
小島　直哉
中島　志聞
西村　哲
仲安　紳弥
寺田　成彰
岩﨑　朝
市川　昌弘
茂木　志朗
中川西　淳
池本　滋
稲岡　正浩
牧野　隆広
齋能　晴之
青島　康浩
内藤　勝年
高田　康司
田井中　正剛
草治　利行
寺尾　慎太郎
岩田　陽介
児玉　賢吾
杉山　一哉
佐野　拓也
堀池　寿也
田畑　一人
山田　晃大
繁田　操子
山内　明生
白鳥　弘樹
西村　悟
井谷　健

エステティックサロン
スナック
内装工事
防滑剤施工
エフビット電気、高圧一括受電、メガソーラー、ＩＳＰ事業
パソコン教室、サポート、ｗｅｂ制作、業務ソフト企業研修
川根茶専門店　四季料理
総合建設業・一級建築士事務所（住宅・マンション・店舗）、まちおこし企画
土木
たばこの輸入・販売・製造
不動産賃貸
一般貨物取扱業、エアコン等設備取付業
美容院
運動指導、ダンサー・アスリート向け動作分析・修正
もぐさ加工販売
機械設置
日用品（陶器）小売
ジュースの販売、フィットネス事業
大工
基礎・外構工事一式
留学先教育機関の手配等 語学留学支援
自然派ワインと無添加ソーセージ バー
居酒屋
ブライダルコーディネート
美容室
総合広告代理
自動車修理業
リフォーム工事
ラーメン店
写真撮影（新聞、雑誌、カタログ、HP）
内装デザイン
紅茶、チャイ製造販売
コンサルタント
不動産仲介
生花仲卸
ビアバー（クラフトビール専門店）
土木・鳶
土地家屋調査士
美容
ハウスクリーニング
木材販売
内装・住宅リフォーム
パン製造販売
美容
写真撮影、アルバム製作
広告企画、靴小売
運送業
配管工
介護用品レンタル・販売
税理士
石材加工
バー
内装業
接待飲食業
解体工事
情報通信
食品販売
タイヤ販売
製造業
婦人服卸売
Ｍ＆Ａアドバイザリー業務
システム開発
内装・取付家具
山林、立木の売買及び植林
日本茶、調味料、乳製品、水産物等販売
日本酒を中心とした酒類全般に関する多言語ウェブメディアの運営

静岡市駿河区新川1-6-2
静岡市清水区万世町1-1-11
静岡市葵区羽鳥大門町16-20
静岡市駿河区下島143-1 ドルフK105
静岡市葵区御幸町11-8 レイアップ御幸町ビル２Ｆ
掛川市大多郎113
静岡市清水区三光町6-35
静岡市葵区常磐町2-3-13
静岡市清水区高橋4-9-20 ヒルズ鍋田305
愛知県名古屋市中区栄2-3-6 ＮＢＦ名古屋広小路ビル９階
静岡市葵区北番町10
静岡市清水区草薙一里山17-16
静岡市駿河区北丸子1-5-5
静岡市駿河区有東1-10-18
静岡市葵区伝馬町20-5
焼津市石脇下933-10
静岡市葵区大岩1-1-25
静岡市葵区呉服町2-5-6-B1
静岡市清水区天王西8-14
静岡市清水区押切2286-3
静岡市葵区横田町4-5
静岡市葵区常磐町2-3-13 カーサアンフィニ１Ｆ
静岡市葵区鷹匠3-10-3
静岡市駿河区聖一色357-1
静岡市葵区六番町8-10
静岡市駿河区南町5-3 ビラフィオレ２Ｆ
静岡市清水区上2-1-6
静岡市葵区松富4-10-48
静岡市葵区内牧150-2
静岡市駿河区南安倍3-23-15
静岡市駿河区池田1627-1
静岡市葵区梅ケ島4737-12
静岡市駿河区南八幡町21-11
静岡市葵区川合3-14-14
静岡市葵区与一4-9-25
静岡市葵区紺屋町5-7 田中ビル2階
静岡市清水区青葉町8-34 ディアス青葉２０２
静岡市清水区入江3-8-26
静岡市葵区新富町1-23-18 ケントコート２０３
静岡市葵区安東2-4-1-202
静岡市葵区日向972-1
静岡市駿河区鎌田86-7
静岡市葵区千代田6-30-22
静岡市駿河区敷地2-21-1 コーポ汐入２０５号
静岡市駿河区高松2-17-17
静岡市駿河区大谷3695-7
掛川市浜野2684-1
静岡市駿河区丸子7-7-60
焼津市下小田132-3
静岡市葵区鷹匠1-12-12
静岡市清水区入江1-1-22
静岡市葵区伝馬町9-15 リベルテヒラノ１Ｆ-Ｂ
静岡市葵区足久保口組96-40
静岡市葵区常磐町1-1-1
静岡市駿河区東新田5-12-11
静岡市駿河区国吉田6-10-3-21号
静岡市清水区長崎410-2
静岡市清水区袖師町535-1
静岡市清水区江尻台町9-3
静岡市駿河区下川原4-2-15 コンシェール川原Ａ１０５
静岡市葵区御幸町11-8 レイアップ御幸町ビル2F
静岡市駿河区小黒2-1-32
静岡市葵区新伝馬1-5-11
静岡市葵区落合1385-1
静岡市駿河区丸子6-6-33
静岡市駿河区馬渕2-15-28

事業所名



クレーム対応講座
静岡商工会議所ビジネススクール

9/11㈫
10：00～17：00～100年企業の創出！～

必要事項をご記入後FAX（054-253-5119）にてお申込ください。 
お問合せ IPTEL：050-3528-0853（直通） http://www.cci-biz.com/shizuoka/

近年、クレームの質が変わってきています。インターネットによる情報共有社会では、
対応を誤れば企業が窮地に陥りかねません。お客様の気持ちになって考え、接する
ことを改めて見つめ直し、クレームを起こさない対応とは何か、不幸にしてクレーム
が発生してしまった場合でも、これにいかに対処するかを、ケーススタディを通じ学
んでいただきます。「クレームはビジネスチャンス」と言いますが、本当にビジネス
チャンスにするには「真心」と「スキル」の両面が必要です。お客様との長期にわたる
信頼関係を築く一歩としてご活用下さい。

会場：静岡商工会議所 静岡事務所 403会議室
参加費：会員12,960円、一般16,200円（教材費・消費税込）

①クレームはなぜ発生するのか ②対応時の基本姿勢 ③電話クレームへの対処
④リスクマネジメントを強化する ⑤演習グループ討議 ⑥悪質クレーム

リーダーシップ研修10/4㈭
10：00～17：00～部下の力を結集し、“闘うリーダー”の育成！～

必要事項をご記入後FAX（054-253-5119）にてお申込ください。 
お問合せ IPTEL：050-3528-0853（直通） http://www.cci-biz.com/shizuoka/

本研修は、職場のリーダー及びリーダー候補者に対し、経営トップが求める役割とは
何であるかを認識し、目指すリーダーになるための心構えと実践行動の組み立て方
を習得していただきます。将来の管理職を育てるとともに、現在の管理職の皆様に
は、自身を振り返る機会でもあります。経験豊富な講師による多くの事例と演習を交
えて進めます。事例・演習・ディスカッションを交えて進め、トップの意思を現場に浸透
させ、目標に向かって妥協なく“闘うリーダー”の育成を目的として実施いたします。

会場：静岡商工会議所 静岡事務所 403会議室
参加費：会員12,960円、一般16,200円（教材費・消費税込）

①リーダー・管理職とは ②求められる「闘うリーダー」の行動
③部下の“やる気”を引き出せる

静岡商工会議所ビジネススクール

只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

ＭＡ都市設計
㈱Ｍｉｎａｓｈｉａ
㈱山翔
㈱Ｍ．Ａ．Ｃ
㈱あしたのチーム 静岡支社
チカゲ・エフ・カンパニー
住まい創り研究所
㈱三星
㈱エイシン
真鳶
林板金工業
ａｔｅｌｉｅｒ ｕｑｉｎａ
坂口陽子税理士事務所

村松　善晴
岡山　晃一郎
山下　浩明
海野　和希
杷野　浩之
武田　千景
原川　数右
岩崎　浩二
盛　加代美
髙橋　真人
林　孝之
酒井　紀行
坂口　陽子

設計・施工・現場監督
障害福祉
内装工事
不動産・建築リフォーム
人事関連サービス
健康食品
建築リフォーム
管工事、給排水工事、衛生設備工事、リフォームコウジ
ビルメンテナンス
鳶
建築板金
ボトルフラワー販売
税理士

静岡市駿河区みずほ3-10-15
静岡市駿河区豊原町3-15 多々良ビル１Ｆ
静岡市葵区田町2-142-8
静岡市葵区七間町6-5石上ビル
静岡市葵区栄町4-10 静岡栄町ビル９Ｆ
静岡市葵区古庄3-15-46
静岡市葵区駒形通1-4-22－2 メゾンド駒形４０１
静岡市駿河区下島148-11
静岡市清水区有東坂2-294-13
静岡市葵区瀬名川3-6-26 サードスクエア１-１０２
静岡市清水区幸町8-26
静岡市葵区駒形通5-1-9－１
静岡市葵区大岩2-47-5



無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

9月25日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113
9月26日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400

商工会議所 静岡事務所
　
清水産業・情報プラザ

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

お友達やお孫さんと、もっとコミュニケーションが取りたい！　お店の情報やニュースを知りたい！
でも、使い方がわからない…　そんな方のために、Lineの使い方や便利機能をご紹介します！
（講座内容）
＊新規登録　＊基本操作　＊友達登録
＊トーク方法　＊スタンプの使い方など　　などなど

弥生各種セミナー開催情報

 ☝上記セミナーお申し込み先☝
当事務所HPにあるお申し込みフォーム（各ページ）又はお電話、FAXにてお申し込みください。 

 ☝上記ご相談に関しましては☝
お電話にてご連絡ください。

弥生無料体験セミナー 弥生会計便利活用セミナー

経営に関するお困りごと、ご相談ください！

◆弥生無料体験セミナーや経営計画作成教室も行っています。詳しい日程等は当事務所HPを御確認下さい◆

WEB：http://www.tax.io/ 又は 原耕司税理士事務所 検 索
↑↑

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所
〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

【日時】9月3日㈪　【時間】14時～15時30分（90分）　【参加費】無　料
【持ち物】お使いのiPhone等　【会場】原耕司税理士事務所１F　【定員】6名様
【お申込方法】当事務所HPにある申し込みフォーム又はお電話にてお申し込み下さい。

初心者必見

LINE講座 お友
達とご一緒に！！

弥生各製品ご購入前の方に、実際にソフトを
体験して頂けるセミナーです。

弥生会計をお使いの方に、”時短経理”に繋
がる便利機能をご紹介するセミナーです。

当事務所では、税務申告や会計監査はもちろん、お客
様に合ったご相談ごとにも対応いたします。

【開催日】2018年9月5日㈬
13:30～15:00 弥生会計／15:15～16:45 弥生給与
【参加料】無料　【定　員】4名
※こちらは実際に操作して頂く形式となります。

【開催日】2018年9月18日㈫／10月22日㈪
　　　　　13:30～15:00
【参加料】3,240円　【定　員】4名
※こちらは講師の操作をご覧頂く形式になります。

・飲食店や美容室を経営していて、POSレジから顧客管理
　クラウドソフトを利用した会計など、経理全体の業務
のご相談

・事業承継、経営改善など経営全般に関するご相談

・今後の投資や採用計画に基づいた経営計画書の作成

素早く対応

〒417-0055　静岡県富士市永田町1丁目153
シー.アール.シー株式会社 http://www.crcjob.net

TEL.0545-57-4655 FAX.0545-57-4651

お問合せ

一般労働者派遣事業（派 22-100010）　有料職業紹介事業（22-ユ-300339）

人手不足でお困りの製造・加工業を確実に支えます。

中番 夜勤 土日祝



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

〒422-8067 静岡市駿河区南町10-11
TEL 054-266-5339
http://kichijitsu23.com/

株式会社 キチジツ（居酒屋あさ八）

〒428-0504 静岡市葵区井川780-1
TEL 054-260-2009　FAX 054-260-2015
http://onishiya.la.coocan.jp

大西屋旅館

山の恵みで洗練の美食
ヤマメのグラタン、パピヨット、カルパッチョ等、伊・仏・モナコ公
国の国境で修行した料理人が、地元の旬の食材で腕を奮う

創作料理とシニ
アソムリエ厳選
のワインが人気。
ジビエも、猪の
赤ワイン煮、鹿
のパイ包み等、
20年前からご提
供しております。

静岡の地酒・特産品を堪能するなら！
静岡駅南口から徒歩3分の気軽に寄れる居酒屋。県内の地
酒全27銘柄が揃う、地酒好きのサラリーマン御用達！市内の

新鮮野菜を使用し
ており、女性にも大
人気♥定番の静岡
おでん・富士宮焼き
そばや、県内旬の
特産食材を使用し
た鉄板焼き・焼き鳥
をお楽しみ下さい。

〒421-0103 静岡市駿河区丸子3305
TEL 054-259-0181　FAX 054-259-3250
http://www.taigetsuro.jp/

待月楼

静岡市外ラヂウム温泉待月樓
懐石料理と街道名物とろろ汁。皆様に支えられて九十九年。
百周年を来年に控え、皆様の「待月楼の懐かし、楽しエピソー

ド」をお教え下さ
い。「先代から聞
いた話」等大歓
迎です。ご家族・
ご友人と、とろろ
汁を召し上がりな
がら、昔話に花を
咲かせて下さい。

〒420-0035 静岡市葵区七間町4 静活ボウルビル1F
TEL 054-252-0510　FAX 054-254-0510
http://tenbun-shizuoka.com

天文本店

静岡山と海の幸 老舗の味"葵弁当"
由比の桜えび、用宗の釜揚げしらす、鰻巻き、黒はんぺん等、

静岡ならではの幸をふ
んだんに盛り込みまし
た。以前から市内はも
とより県外からも桜え
びの出張天ぷらの依
頼をいただき、3年前
は大手商社様の仕事
で、ブラジルへ天ぷら
を揚げに行きました。

〒420-0923 静岡市葵区川合2-1-17
TEL＆FAX 054-261-9830
http://yoshinosushi.eshizuoka.jp/

㈲千代田鮨

静岡で一番『白身魚の鮨』の多い店！
約８０種類の鮨ネタ！和食の板前もおり、天ぷら、焼物、煮物も
ご提供。静岡中央魚市場に一番近い店。毎朝６時の市場で
今日一番の魚、貝、野菜を買い付けています。宴会も５０名収

容可能。予
算はご相談
下さい。また
キヨスクにて
鯖、鯵、イナ
リの弁当も
納品中！

サングリアのスペイン
料理を個室で

サングリア久能店がお部屋を
改装し個室レストランとしてＯＰ
ＥＮ！ 小会議のランチや女子
会・お子様同伴・小パーティーな
ど周りに気兼ねなくご利用いた
だけます 7部屋すべてがオーシ
ャンビュー お問合せは久能店
（054-237-5903）までどうぞ

〒422-8011 静岡市駿河区根古屋162-1
TEL 054-237-6262　FAX 054-237-6263
http://www.sangria.co.jp

株式会社エス・アール・シー

ランチコース 2,600円（税込）～



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11-1
TEL 054-252-0131　FAX 054-253-9213
http://fugetsuro.co.jp

浮殿 浮月楼

慶喜公ゆかりの庭園を眺めながらお食事を
徳川最後の将軍、徳川慶喜公が愛した庭園が残る浮月楼。そ

の中に庭園を眺め
ながらお食事が楽
しめるレストラン浮
殿があります。こち
らでは伝統の懐石
を気軽に楽しめ静
岡の地酒を100
種類程からお選び
いただけます。

〒424-0871 静岡市清水区上原1-2-20
TEL 054-345-7522　FAX 054-347-2314
http://kappouyoshikawa.net

芳川

満腹こそ満足。秘伝タレの鰻重
あの清水次郎長や西郷隆盛が通った、旧東海道沿いに創業
180年余り。蒸してから焼き上げる鰻はサクッとふんわり。酒に

も合う辛口の秘伝
タレは、最後まで
飽きのこない自慢
の味。個室にて緑
豊かな庭園を眺め
ながら、皆様だけ
の特別なひと時を
お過ごし下さい。

〒424-0816 静岡市清水区真砂町3-27
TEL 054-366-7101　FAX 054-363-1231
http://hotelquest.co.jp/

ホテルクエスト清水

ソースで食べる反逆のステーキバーガー
ハンバーガーが健康食になったら面白い！ホテルクエスト清水
が2010年から取組んだ静岡健康美食。医療・栄養・生産者

や研究機関な
ど様々なプロフ
ェッショナルの
知恵と経験の
集大成がこの
バーガーのエッ
センスにちりば
めております。2,138円（税込）

〒422-8575 静岡市駿河区南町18-1
TEL 054-289-6411　FAX 054-289-5300
http://www.centuryshizuoka.co.jp

ホテルセンチュリー静岡　中国料理 翡翠宮

季節のおすすめ「秋のプリフィックスランチ」
メイン料理は季節のおすすめ4品、定番4品の計8品の主菜
から、お好きな2品をお選びいただけます。前菜、スープ、ご飯、

デザートもつい
てとてもお得！
（2,000円～）
土日祝日もご利
用いただける、
翡翠宮で人気
の高いランチメ
ニューです。2,000円～3,500円（税込） ※写真は2,800円のメニュー

鰻重・お吸い物 3,980円（税込）

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-19-18 ドマーニ鷹匠一階
TEL 054-273-4750　FAX 054-273-4751
http://lacavedenagafusa.com/

La Cave de NAGAFUSA

豊富なワインとお料理をお楽しみください
創業42年、豊富なワインと地の食材を使ったお料理と気取ら

ずに楽しんで頂
ける雰囲気が売
り物です。夜はお
試し的な￥5000
のコースもご用意
しておりますので
是非ご来店くださ
い。カウンターの
あるフレンチです。

〒420-0013 静岡市葵区八千代町63-4
TEL 054-255-5511　FAX 054-266-5541
http://www.y-sushitetsu.net

八千代 寿し鐵

駿河湾の幸を味わう

3,672円（税込）

朝獲れの新鮮な駿河湾の幸を存分に楽しめるおきまりセットが
「駿河のにぎり
セット」です。しら
すの茶碗蒸しと
桜えびのかき揚
げが付いていま
す。静岡在住の
方にこそ召し上
がっていただき
たい一品です。



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

〒424-0044 静岡市清水区江尻台町3-1
TEL 054-365-1775　FAX 054-367-9141
https://www.le-cerf.jp

㈲ル・セール

〒420-0026 静岡市葵区大鋸町5-9
TEL＆FAX 054-254-8114
http://gosyomaru.sakura.ne.jp

御所丸

茶懐石を楽しむ"縁高弁当"
地産地消を基本に、最良の品を揃えて調理致します。器も和

食を代表する文
化で、その良さ
も味わって頂き
たいと思います。
和文化の学習
も用意してお待
ちしております。

〒424-0829 静岡市清水区巴町10-16
TEL 090-8956-9283
https://www.facebook.com/izakaya.moto.studio/

Moto Studio

気軽にお酒と音楽を楽しめるお店
清水区巴町にオープンして3年、落ち着いた雰囲気でライブス
ペースのあるお店です。各種イベント、呑み会等貸し切り出来
ます。料金やオプションプランなどご相談に応じます。お気軽に
お問い合わせください。

ローストポーク 1,000円（税込）

秋の夜長は、駅南でごゆっくり～
駿河湾で捕れた太刀魚を３枚におろし、串刺しに！更に骨は３
日間干し、油で揚げて、骨せんべいに！その他、近海の鮮魚を
使った刺身や秋野菜の天ぷらも、長年の人気肴です。

太刀魚ねぎま 450円（税込） 刺身三点盛 750円（税込）

目の前の鉄板で調理するフレンチのフルコース
ル・セールの魅力は、目の前の鉄板で調理し、出来立ての料理

をお箸で食べられるこ
と。また、山田南海男シ
ェフの鮮やかな料理パ
フォーマンスで、楽しい
気分に。肉の量や料理
メニューを細かく選べる
ので、価格はリーズナ
ブル。記念日にはぜひ
当店をご利用下さい。昼：和牛フィレステーキセット２,７００円（税込）

〒420-0803 静岡市葵区千代田7-1-47
TEL 054-267-3008
http://www.oyaizu.co.jp/gashoan/

雅正庵 千代田本店

一度食べたら忘れられない、静岡抹茶生パスタ
上質な静岡抹茶を贅沢に練りこんだ自家製抹茶生パスタ。
１番人気の海老とブロッコリーのトマトクリームパスタは特製トマ

トクリームソー
スと静岡抹茶
生パスタとの相
性がよく、不動
の１番人気メニ
ューで、一度食
べたら忘れられ
ない１品です。900円（税込） （ランチセット ＋400円）

〒421-3203 静岡市清水区蒲原3-3-10
TEL 054-388-2339　FAX 054-388-3308
http://yamashiti.com

鮨処やましち

おいしい桜えびを食べに行こう！！
創業40年の鮨はもちろんですが、なんと言いましても地元特

産「桜えび」でしたら、
是非当店にお越しく
ださい。桜えびのかき
揚げや漁期中のみの
「活き桜えび」は特に
人気です。100％駿
河湾産桜えびをご堪
能ください。（ハラール
対応食も人気です）1,000円（税込）～

〒422-8067 静岡市駿河区南町5-36 オラシオン南町Ⅲ-2F
TEL＆FAX 054-289-1025

和食居酒屋 稲穂

3,240円（税込）



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画 女 性 会 特 集

〒422-8688 静岡市駿河区八幡1-５-３８
TEL 054-284-4141　FAX 054-283-1724
https://www.shizuokagas.co.jp

静岡ガス㈱

ワークライフバランスを積極的に推進
静岡ガスは2010年に企業内保育施設「森のほいくえん」（写真）
を開設。男女を問わず時短や時差勤務を積極的に活用できる

環境が整う中、働
き方改革委員会
を発足し、さらなる
仕事と家庭の両
立に向けた環境
づくりを目指してい
ます。

ビリングセンター
吉田 玲子

〒424-0204 静岡市清水区興津中町60-2
TEL＆FAX 054-369-1154
http://www.ayu-dream.com/

特定非営利活動法人 AYUドリーム

地域の財産を活かしてみんなでまちづくり
AYUドリームは坐魚荘管理受託を始め、地域の歴史財産を活
用したまちづくり活動や、次代を担う子育て支援など様々な活

動に楽しく励んで
います。是非、趣
旨にご理解いた
だき、当会へのご
支援とご入会を
お願い致します。

理事長
雨宮 令子

〒420-0816 静岡市葵区沓谷5-8-3
TEL 054-261-1127　FAX 054-264-4558
http://www.sanai-oa.co.jp/

株式会社サンアイオーエイ

「働き方改革」を徹底推進
事務器屋ってコピー機を売る仕事？それだけではありません！業
務効率アップ・コスト削減・セキュリティ対策など、お客様のより

良い「働き方」を
ご提案致します。
お気軽にご相談
ください。ただい
ま営業スタッフ
募集中！

取締役会長
芦屋 潔子

〒421-1221 静岡市葵区牧ケ谷2217-102
TEL 054-277-9861　FAX 054-277-9862

株式会社駒井商事

安心・安全・真心・環境に優しい物流
私たち㈱駒井商事は、人々の暮らしを支える社会の血液となり、
安心 安全 真心、そして環境に優しい物流サービスの提供を
通じて、お客様、地域社会、わが社で働く従業員並びにその家
族の豊かな未来の実現に向け、堅実な事業活動を全社一丸
で行っております。

代表取締役
鈴木 啓乃

〒424-0942 静岡市清水区入船町14-12
TEL 054-354-0550　FAX 054-354-1626
http://www.aoki-travel.co.jp/

アオキトラベル アオキトランス株式会社

貴方に贈る優雅で上品な極上クルーズ
アオキトラベルは、クルーズを中心に、ときめく大人時間を、新し
い旅のスタイルを愉しむお手伝いを致します。この秋イチオシ
「11月17日清水港発 飛鳥Ⅱ 秋の駿河ウイークエンドクルー
ズ清水ー横浜と迎賓館」好評発売中！

栗田 遊子

〒424-0943 静岡市清水区港町2-1-1-1105
TEL＆FAX 054-351-3401

岡谷労務研究所

人の思いを大切に
労働保険、社会保険、人のことに関することは何でも承ります。
「問題解決＝事実の変化＋納得」を基本とし、一人一人に寄

り添った対応を
心がけています。
経営者が本業
に専念できる環
境作りをサポー
トします。

代表
岡谷 典子



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

〒420-0812 静岡市葵区古庄3-15-46
TEL＆FAX 054-265-9550

チカゲ・エフ・カンパニー

〒420-0068 静岡市葵区田町2-89-1
TEL 054-252-7948　FAX 054-255-4290
https://www.chikusui.co.jp

株式会社竹酔

女性の活躍応援事業所
おいしくて体に優しく、見た目もきれいなお弁当をお届けしてお
ります。女性が長く安心して働ける職場づくりに取り組んでおり

ます。会議、おもて
なし、イベント、ケー
タリングと様々なシ
ーンでご利用いた
だけます。是非一
度、ご賞味ください。

専務取締役
三宅 一恵

〒420-0882 静岡市葵区安東3-8-35
TEL 054-245-4766　FAX 054-247-4150
https://www.555toraya.com/career/

トラヤテレビサービス株式会社

ユニークな人材トレーニングで経営革新
番組制作の経験を活かし、動画制作の技術をカリキュラムに
採用した社員研修「Movco（モビコ）」は30人～400人規模
の中小企業に採用され、成果を挙げています。「技術伝承」

「社内コミュニケ
ーション」「全社
員が営業マイン
ド」など貴社の課
題を解決します。

代表取締役副社長
榎戸 真弓

〒424-8703 静岡市清水区入船町11-1
TEL 054-354-3019　FAX 054-354-3024
http://www.suzuyo.co.jp

鈴与株式会社

誰もが働きやすい物流会社に
「物流会社」は男性の職場とイメージされがちですが、港湾や
倉庫の現場、海外等様々な職場で女性社員がイキイキ働いて
います。女性社員で構成される女性活躍推進部会を通じて、

女性だけでなく男
性にとってもより
働きやすい職場
の実現に向け取
り組んでいます。

上出 雅子

〒420-0061 静岡市葵区新富町2-16
TEL 054-253-0616　FAX 054-253-0643
http://www.darumayawada.co.jp

だるまや和田清商店

気軽に本物のお茶を楽しんで欲しいからこそ
当店では日本茶インストラクターの厳しい品質管理のもと、生
産農家と二人三脚で「おいしいお茶づくり」を心がけ、皆様に

気軽に本物のお茶
を楽しんで欲しいと
いう願いを込め、お
客様のお好みご要
望に合わせて少量
からでも販売しており
ます。

和田 節子

〒424-0822 静岡市清水区旭町3-4 1F
TEL 054-351-7500　FAX 054-333-5361
http://hy-z.com

株式会社ハイズスタジオ

フットワークの軽さときめ細かいサービス
HP制作、各種デザイン制作、動画制作・配信から個人・企業
のパソコンサポートまで幅広く手がけております。女性ならでは

の視点と感性を
活かし、さらに大手
企業ではできない
細やかで丁寧なサ
ービスを心がけて
おります。

代表取締役
山田 敦子

皆様の美容と健康維持のお役に立てれば
モリンダ社の代理店として、タヒチのノニというアカネ科の果実
を使ったジュースをご案内しています。300以上の臨床データ

があり、安心してご利用
いただけます。ダイエッ
トや食生活のアドバイ
スもお任せください。皆
様の美容と健康維持
のお役に立てれば幸い
です。

代表
武田 千景

美食万菜御膳 Y-7：1,700円（税別）



星　座 ： いて座
血液型 ： O型
趣　味 ： 映画鑑賞
ＴＥＬ ： 054-255-0081

橋本　陽さん

　

当
社
は
、静
岡
の
地
に
鉄
道
が
開
通
さ

れ
た
同
じ
年（
明
治
22
年
）に
鉄
道
内
の

立
ち
売
り
業
と
し
て
創
業
し
、お
陰
様
で

今
年
１
３
０
年
を
迎
え
ま
す
。地
域
の
お

弁
当
と
し
て
定
番
の
幕
の
内
や
鯛
め
し

等
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
は
外
商
部
の
所
属
で
、地
元
の
自
治

会・企
業・学
校
な
ど
を
訪
問
し
て
、イ
ベ

ン
ト
や
会
議
に
ご
利
用
い
た
だ
く
お
弁
当

の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。職
場
の
雰
囲
気

は
、元
気
な
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
を
中
心
に
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
地

域
密
着
企
業
と
し
て
皆
様
に
安
心
・
安

全・美
味
し
い
お
弁
当
を
お
届
け
し
た
い

と
日
々
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

休
日
は
美
術
館
巡
り
を
し
た
り
、

時
々
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
嗜
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
。ま
た
最
近
は
、仕
事
で
必
要
性

を
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
、英
会
話
講
座
に

通
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
金
谷
事
業
部
に
異
動
と
な
り

ま
す
の
で
、新
し
い
エ
リ
ア
で
心
機
一
転
頑

張
り
ま
す
！

ソニー生命保険株式会社 静岡支社　
静岡商工会議所青年部 平成30年度 総務委員会副委員長

星　座 ： おうし座
血液型 ： A型
趣　味 ： 読書、絵画鑑賞
ＴＥＬ ： 054-287-5171

西村 さち子さん
㈱東海軒　

　

静
岡
で
生
ま
れ
育
ち
、大
学
進
学
を

機
に
上
京
。こ
れ
ま
で
東
京
、千
葉
で
生

活
し
て
お
り
ま
し
た
が
、社
会
人
と
な
っ

て
15
年
経
ち
子
ど
も
も
小
学
生
に
。子

ど
も
を
育
て
る
環
境
を
考
え
、ま
た
生

ま
れ
育
っ
た
静
岡
で
働
き
た
い
！
何
か
役

に
立
ち
た
い
！
と
い
う
想
い
で
３
年
前
に

静
岡
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、私
は
現

在
、ソ
ニ
ー
生
命
保
険
㈱
の
静
岡
支
社
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
て
９
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。普
段
の
活
動
は
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
通
じ
て〝
あ
な
た
〞が
、〝
ご
家
族
〞

が
、〝
企
業
〞が
、将
来
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
保
障
、備
え
が
必
要
な
の
か
！？
を
一

緒
に
考
え
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

生
命
保
険
を
通
じ
静
岡
の
皆
さ
ま
に

〝
安
心
〞を
お
届
け
し
た
い
！
個
人
を
、

企
業
を
お
守
り
し
た
い
！
そ
れ
が
私
に

出
来
る
静
岡
へ
の
恩
返
し
と
信
じ
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

生
命
保
険
を
通
し
て

静
岡
の
企
業
を
元
気
に
し
た
い

今
年
で
創
業
１
３
０
年

ご
愛
顧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

立教学院  常勤理事

長所束ね
新「静岡像」

「
も
ち
ろ
ん
、グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
や
フ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
授
業
な
ど
、

社
会
へ
出
て
即
戦
力
に
な
れ
る
ス
キ
ル

も
身
に
付
け
て
も
ら
い
ま
す
」。

　

全
国
の
大
学
で
初
め
て
の
観
光
学
部

は
、国
内
外
の
有
名
ホ
テ
ル・旅
館
や
大

手
旅
行
会
社
な
ど
に
有
能
な
人
材
を

多
数
輩
出
、産
学
交
流
に
も
力
を
入
れ

る
。「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急
増
を
受
け
て
の

民
泊
新
法
施
行
な
ど
、観
光
学
も
状
況

の
変
化
に
合
わ
せ
て
学
問
を
考
え
て
い

く
、ち
ょ
う
ど
そ
の
過
渡
期
で
す
」。

　
「
大
学
っ
て
装
置
産
業
な
ん
で
す
。少

子
化
な
ど
の
中
で
、ど
う
脱
皮
を
図
っ
て

い
く
の
か
、こ
の
10
年
く
ら
い
で
日
本
の

高
等
教
育
機
関
の
方
向
性
は
決
ま
っ
て

　

大
手
化
学
材
料
メ
ー
カ
ー
を
途
中

退
職
し
、母
校
の
立
教
学
院
常
務
理
事

に
就
任
。昨
年
退
任
し
た
が
、こ
の
８
月
、

大
学
側
の
要
請
で
再
び
経
営
陣
に
加
わ

り
、立
教
学
院
改
革
特
命
担
当
と
し
て

学
院
の
経
営
の
一
端
を
担
う
。

　

学
院
の
中
心・立
教
大
学
は
建
学
以

来
、基
礎
教
養
を
中
心
に
し
た
、い
わ
ゆ

る
リ
ベ
ラ
ル・ア
ー
ツ
の
理
念
を
教
育
の

柱
に
据
え
て
き
た
。専
門
分
野
に
限
ら

ず
幅
広
い
知
識
や
総
合
的
な
判
断
力

な
ど
を
養
う
の
が
目
的
で
、そ
の
一
環
と

し
て
国
内
の
大
学
で
最
初
に
全
学
共
通

カ
リ
キ
ュラ
ム（
全
カ
リ
）を
導
入
し
た
。

し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
見

通
す
。

　

静
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て「
企

業
誘
致
や
、若
者
を
呼
び
込
み
た
い
と

か
何
十
年
も
や
っ
て
き
て
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
。な
ら
ば
切
り
口
を

変
え
、静
岡
の
い
い
と
こ
ろ
を
全
部
束
ね

て
、そ
れ
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
」と
語
る
。

　

杉
山
さ
ん
は「
企
業
、若
者
、景
気
と

いっ
た
呪
縛
か
ら
離
れ
て
、ま
っ
た
く
新

し
い
概
念
の
、静
岡
像
を
描
い
て
ほ
し
い

で
す
ね
。時
代
の
変
化
を
に
ら
み
、投

資
の
先
を
分
散
す
る
の
で
は
な
く
、そ

ろ
そ
ろ
絞
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
」と

指
摘
。

　

新
し
い「
静
岡
像
」と
し
て
、「
家
康

公
が
隠
居
先
に
選
ん
だ
所
で
す
か
ら
、

例
え
ば
、定
年
を
迎
え
た
人
に
と
っ
て

〝
東
京
よ
り
住
み
や
す
い
場
所・環
境
〞

を〝
売
り
〞に
し
、年
金
生
活
者
が
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
、80
㎡
く
ら
い
の
低
中
層
マ
ン
シ
ョン

に
入
居
が
で
き
、ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
ま
す

よ
、と
い
う
よ
う
な
で
す
ね
。し
か
し
過

度
な
税
金
の
先
行
投
入
で
な
く
、収
支

が
合
う
よ
う
な『
知
恵
出
し
』も
セ
ッ
ト

で
準
備
し
た
い
。静
岡
っ
て
そ
れ
に
十
分

値
す
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
」。

（
文・写
真
：
長
田
義
明
）

全
カ
リ
を
最
初
に
導
入

　

・
・

Junichi Sugiyama

杉山順一さん

静岡市葵区生まれ。県立静岡高校卒業。立教大学経済学部卒業。
1972年、日立化成工業株式会社入社。西中部日立化成住機株式会社
社長、株式会社日立ハウステック取締役総合企画室長などを経て、
2007年、学校法人立教学院常務理事、株式会社立教企画取締役会
長、立教英国学院常務理事を歴任。17年、常務理事など退任。2018年
８月、立教学院常勤理事に就任（立教学院改革特命担当）した。69歳。

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

「
呪
縛
」断
ち
発
想
を
転
換



地産地消

　
「
ろ
ぶ
村
」は
、清
水
駅
前
銀
座
の
清
水
駅
側

か
ら
２
ブ
ロッ
ク
目
の
左
に
あ
り
ま
す
。

　

松
岡
夏
樹
さ
ん
は
東
京
出
身
。父
が
通
っ
て

い
た
酒
屋
さ
ん
の
、品
揃
え
と
料
理
人
か
ら
の

相
談
へ
の
対
応
に
魅
了
さ
れ
、大
学
生
時
代
は

イ
タ
リ
ア
ン
の
厨
房
で
修
業
。飲
料
メ
ー
カ
ー
の

法
人
営
業
を
経
て
、滋
賀
県
本
社
の
飲
食
店
の

専
務
に
就
任
し
、２
０
１
０
年
12
月
に
当
店
を

出
店
。出
足
は
好
調
で
し
た
が
、翌
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
で
予
約
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
。

　

店
前
の
黒
板
で「
着
て
い
な
い
服
、履
い
て
い

な
い
靴
を
被
災
地
に
送
り
ま
せ
ん
か
」と
呼
び

か
け
る
と
、４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
いっ
ぱ
い
の
荷
物
が

集
ま
り
、震
災
２
カ
月
後
の
気
仙
沼
に
運
ぶ
と
、

３
千
人
の
市
民
が
待
って
い
ま
し
た
。

　

清
水
へ
の
想
い
が
強
ま
り
、会
社
か
ら
当
店

を
買
い
取
っ
て
、清
水
を
拠
点
に
ラ
ー
メ
ン
店

「
み
な
と
家 

麺
神
」、お
弁
当
調
理・配
達「
曙
」

の
事
業
を
展
開
す
る
一
方
、「
銀
ぶ
ら
マ
ル
シ
ェ
」

開
催
、「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
＠
し
み

ず
」で
の
巴
バ
ー
カ
ー
開
発
な
ど
、地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

お
客
様
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、お
い
し
い
料
理
と
お
酒
と
接
客
を
心
が

け
て
い
ま
す
。カ
ル
パッ
チ
ョ
は
、そ
の
日
仕
入
れ
た

魚
の
中
か
ら
食
材
を
選
べ
ま
す
。ワ
イ
ン
サ
ラ
ダ

は
、南
仏
の
サ
ラ
ダ・ニ
ソ
ワ
ー
ズ
を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

に
入
れ
、酸
味
の
き
い
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
仕
上
げ

る
ひ
と
手
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
演
出
。ジ
ャ

ポ
ネ
ー
ゼ
は
、静
岡
特
産
わ
さ
び
ソ
ー
ス
を
塗
っ

た
生
地
を
焼
き
上
げ
た
ピ
ザ
で
、香
り
良
く
甘
い

味
わ
い
。と
ろ
け
る
豚
の
角
煮
は
、黄
金
比
率
の

醤
油
ダ
レ
で
煮
込
ん
だ
旨
味
と
柔
ら
か
さ
が
特

色
。い
ず
れ
も
、ワ
イ
ン
に
合
う
お
つ
ま
み
で
す
。

こ
だ
わ
り
の
酒
と
料
理
で

み
ん
な
に
楽
し
い
時
間
を

【メニュー】

【営業時間】
【施　設】

【所在地】

銀杏と砂肝の白ワイン煮込み590円。
モツカレーコロッケ３個630円。唐揚
物語人民風820円。ムール貝のワイン
蒸し820円。飲み放題コース4000円
～（４名様より）。料金は税別。
17時30分～23時。日曜定休。
テーブル席30名。カウンター席８名。
掘りごたつ席20名。
静岡市清水区真砂町5-25
TEL ０５４‐363-6667

https://localplace.jp/t200305366/

　
「から松

い
た

相
談

イ
タ

法
人

専
務

出
店

東
日店

な
い

か
け

集
ま

３
千清

を
買

左から、本日のカルパッチョ890円（本日はサーモン）。ワインサラダ780円。ジャポネーゼ1100円。とろける豚の角煮810円。ワイン：ラ・プリシマモナストレル2015（スペ
イン産赤ワイン）。ロッシュ・リニエールミュスカデ2015（フランス産白ワイン）。カスティッロ・デ・アリカンテグラン・セレクシオン2014（スペイン産赤ワイン）。料金は税別。

オーナー

松岡夏樹氏
店長

楢林佑太氏

JR清水駅
西口

マークス・マークス・
ザ・タワー清水ザ・タワー清水
マークス・
ザ・タワー清水

清水駅前局

ローソン

清水駅前銀座清水駅前銀座清水駅前銀座 セブン
イレブン

セブン
イレブン





経済産業省　関東経済産業局　委託事業経済産業省　関東経済産業局　委託事業

無料定例相談会開催

「静岡県後継者人材バンク静岡県後継者人材バンク」「静岡県後継者人材バンク静岡県後継者人材バンク」「静岡県後継者人材バンク」
登録者募集中！

企業・事業の承継について
お悩みはありませんか？

静岡県事業引継ぎ支援センター（静岡商工会議所会館2階）

静岡県事業引継ぎ支援センターにご相談ください。

※詳しくは、当センターHPもしくは、TELにてご確認下さい。

静岡県事業引継ぎ支援センターは、

国が運営している公的窓口です。

日頃より「後継者がいない」などの

事業承継問題で悩んでいる経営者の皆様、

無料で相談をお受けしますので

お気軽にお越しください。

毎月、第2水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　場所●三島商工会議所 4階【E】会議室（9時～17時）
毎月、第1・3水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　場所●浜松商工会議所 3階302会議室（9時～17時）
毎月、第2火曜日に相談会を開催いたします。
　　　　場所●島田市産業支援センター 相談室（9時～12時）
会　場
三島会場

浜松会場

9月

5日（水）
12日（水）

10月

3日（水）
10日（水）

11月

7日（水）
14日（水）

12月

5日（水）
12日（水）第2水曜日

日　程

第1水曜日
19日（水） 17日（水） 21日（水） 19日（水）第3水曜日

島田会場 11日（火） 9日（火） 13日（火） 11日（火）第2火曜日
 ・静岡会場（静岡商工会議所）は随時。
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